
大学番号 私立273

設置年度 平成 ３０年度

計画の区分： 学部の学科の設置

安田女子大学 心理学部 ビジネス心理学科 （必要がある場合）○○専攻

　　　職名・氏名 庶務
ショム

課長
カチョウ

・本石
モトイシ

 智
チ

加
カ

　　　電話番号　　 082-878-8112

　　　（夜間）　　 082-878-8112

　　　ｅ－mail　　 syomu.box@yasuda-u.ac.jp

届出

令和３年５月１日現在 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

学校法人安田学園

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

　　担当部局（課）名　　　事務部庶務課

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ヤスダ　　ヒロミ ）

安　田　裕　実

（平成２０年４月１日）

（ セヤマ　トシオ ）

瀬　山　敏　雄

（平成２２年４月１日）

（カタカミ　ソウジ） （サワダ　ヒデミ）

片 上　宗 二 澤 田　英 三

（平成２４年４月１日） （令和２年４月１日）

（ヤマウチ　ヒロタカ）

山 内　廣 隆

（平成３０年４月１日）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

変更の理由：前任者退職
によるもの。
変更年月日：令和２年４
月１日（２）

学　　長

職　　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人安田学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　安田女子大学

　　　　広島県広島市安佐南区安東六丁目１３番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒７３１－０１５３

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

心理学部
ビジネス心理学科

　学士（心理学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
60 - 60 - 60 - 60 -

226 - 150 - 192 - 162 -

(　 　) (　 　) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 0 ) ( - ) ( 0 ) ( - )

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

215 - 144 - 186 - 158 -

(　 　) (　 　) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 0 ) ( - ) ( 0 ) ( - )

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

97 - 90 - 106 - 120 -

(　 　) (　 　) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 0 ) ( - ) ( 0 ) ( - )

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

57 - 40 - 53 - 70 -

(　 　) (　 　) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 0 ) ( - ) ( 0 ) ( - )

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

(　1 　)

[ 　-　 ]

0.88

[ 　　　 ]

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.16

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

新規入学者を
募集中

３年次

4 60 1 242

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

文学関係

年 人 年次 人

(　-　) (　-　)

0.95 0.66

(　　1 　)

[ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ]

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(　　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和３年度令和２年度平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

0.91倍 -
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

57 - 40 - 53 - 70 -

[　 　] [　 　] [　0 　] [　 -　] [　0　 ] [　- 　] [　0　 ] [　- 　] [　0　 ] [　 -　]

（　　） （　　） 0 （　-　） 0 （　-　） 0 （　-　）

- 57 - 40 - 51 -

[　　 ] [　 -　] [　0　 ] [　- 　] [　0　 ] [　- 　] [　0　 ] [　- 　]

（　　） （　-　） 0 （　-　） 0 （　-　） 0 （　-　）

- - 59 - 41 -

[　-　 ] [　 -　] [　0　 ] [　- 　] [　0　 ] [　- 　]

（　-　） （　-　） 0 （　-　） 0 （　-　）

- - 57 -

[　-　 ] [　- 　] [　0　 ] [　- 　]

（　-　）（　-　） 0 （　-　）

　　・令和３年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度

３年次

計

備　　　　　考

57 97 219

[　　　 　] [　　0　 ] [　　0　　 ] [　　0　　 ][　　0　　 ]

４年次

１年次

２年次

（　　　　 ） 0 0

平成２９年度 平成３０年度

0

・令和2年度　3年次　2名転入
・令和3年度　3年次　1名転入

・令和2年度　3年次　1名転出
　　　　　　　　　　1名退学
・令和2年度　1年次　2名退学

令和元年度

0

152

令和３年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成２９年度 人 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 0 人 0 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 1 人 0 人 進路変更（1名）

令和元年度 0 人 0 人

令和２年度 2 人 0 人 進路変更（2名）

平成２９年度 - 人 - 人

平成３０年度 0 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

3 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 0

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 57

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 97

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 3
令和２年度の在学者数（ｂ） 152

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 219

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

#DIV/0! ％

0 ％

0 ％

= = 0 ％

1.97 ％=

=

=

=

=

=

=

=

57 人

0

合　　計

人

令和２年度 152 人 3 人

人令和３年度 219 人 0

人令和元年度 97

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

0人
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【令和3年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 1 2 3 3 1通 1 2 1 5
2通 1 　 　 2 3 3 2通 1 　 　 2 1 5
3通 1 　 　 2 3 3 3通 1 　 　 2 1 5
4通 1 　 　 2 3 3 4通 1 　 　 2 1 5
1前 　 2 　 1 1前 　 2 　 1 1
2後 　 2 　 1 2後 　 2 　 1 1
1･2後 　 2 　 1 1･2後 　 2 　 1
3前 　 2 　 1 3前 　 2 　 1 2
1･2･3･4

後 　 1 　 1 1･2･3･4

後 　 1 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 1 4
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 3 1･2･3･4

前後 　 2 　 1 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 3 1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 3
1･2･3･4

前後 　 2 　 4 1･2･3･4

前後 　 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 5
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 3

1･2･3･4

前後 2 4 1･2･3･4

前後 2 3

1･2･3･4

前後 2 1 1･2･3･4

前後 2 1

1･2･3･4

前後 2 　 2 1･2･3･4

前後 2 　 1

1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 4 1･2･3･4

前後 2 　 5
1･2･3･4

前後 2 　 5 1･2･3･4

前後 2 　 4
1･2･3･4

前後 2 　 1 1 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 1 1 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 2 　 1 2 1･2･3･4

前後 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 2 1 1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 2 1 1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 6 1･2･3･4

前後 　 2 　 6
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 1 1･2･3･4

前後 2 2
1･2･3･4

前後 2 1 1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 2 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 2 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 5 1･2･3･4

前後 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 　 4 1･2･3･4

前後 2 　 4
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 2 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 4 1･2･3･4

前後 2 　 4
1前 1 　 2 1前 1 　 3
1前 1 　 2 1前 1 　 3
1後 1 　 2 1後 1 　 3
1後 1 　 2 1後 1 　 3
2前 1 　 1 2前 1 　 1
2後 1 　 1 2後 1 　 1
3前 1 　 1 3前 1 　 1
3後 1 　 1 3後 1 　 1
1･2･3･4

前後 1 　 1 1･2･3･4

前後 1 　 1
1･2･3･4前 1 　 2 1･2･3･4前 1 　 2
1･2･3･4後 1 　 1 1･2･3･4後 1 　 1
1･2･3･4後 1 　 1 1･2･3･4後 1 　 1
1･2･3･4前 2 　 1 1･2･3･4前 2 　 1
1前 1 　 4 1前 1 　 11
1後 1 　 2 1後 1 　 9
2前後 1 　 2 2前後 1 　 2
2前後 1 2 2前後 1 1
1前 1 　 3 1前 1 　 11
1後 1 　 3 1後 1 　 11
2前後 1 　 3 2前後 1 　 13
2前後 1 　 3 2前後 1 　 13
1前 1 　 1 1前 1 　 1
1後 1 　 1 1後 1 　 1
2前 1 　 1 2前 1 　 1
2後 1 　 1 2後 1 　 1
1前 1 　 1 1前 1 　 1
1後 1 　 1 1後 1 　 1
2前 1 1 2前 1 1
2後 1 1 2後 1 1
1･2･3後 2 　 1 1･2･3後 2 　 1
1･2･3･4前 2 　 1 1･2･3･4前 2 　 1

北米文化語学演習 北米文化語学演習
中国文化語学演習 中国文化語学演習

フランス語コミュニケーションⅣ フランス語コミュニケーションⅣ

中国語コミュニケーションⅠ 中国語コミュニケーションⅠ

中国語コミュニケーションⅡ 中国語コミュニケーションⅡ

中国語コミュニケーションⅢ 中国語コミュニケーションⅢ

中国語コミュニケーションⅣ 中国語コミュニケーションⅣ

共

通

教

育

科

目

　

基

礎

科

目

　

外

国

語

科

目

英語リーディングⅠ

共

通

教

育

科

目

　

基

礎

科

目

　

外

国

語

科

目

英語リーディングⅠ
英語リーディングⅡ 英語リーディングⅡ
英語ライティングⅠ 英語ライティングⅠ
英語ライティングⅡ 英語ライティングⅡ
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅣ 英語コミュニケーションⅣ

フランス語コミュニケーションⅠ フランス語コミュニケーションⅠ

フランス語コミュニケーションⅡ フランス語コミュニケーションⅡ

フランス語コミュニケーションⅢ フランス語コミュニケーションⅢ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

健

康

ス

ポ

ー

ツ

科

目

健康スポーツＡ
共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

健

康

ス

ポ

ー

ツ

科

目

健康スポーツＡ

健康スポーツＣ 健康スポーツＣ
健康スポーツＤ 健康スポーツＤ
野外活動 野外活動

情報の科学 情報の科学

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

情

報

処

理

科

目

情報処理基礎Ⅰ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

情

報

処

理

科

目

情報処理基礎Ⅰ
情報処理基礎Ⅱ

情報処理基礎Ⅲ 情報処理基礎Ⅲ
情報処理基礎Ⅳ 情報処理基礎Ⅳ
情報処理演習Ａ 情報処理演習Ａ
情報処理演習Ｂ 情報処理演習Ｂ
情報処理演習Ｃ 情報処理演習Ｃ
情報処理演習Ｄ 情報処理演習Ｄ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

科

学

技

術

理

解

数学の世界

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

科

学

技

術

理

解

数学の世界

自然科学の世界Ａ 自然科学の世界Ａ

自然科学の世界Ｂ 自然科学の世界Ｂ

自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ

生命の科学Ａ 生命の科学Ａ

生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ

生命の科学Ｃ 生命の科学Ｃ

環境の科学Ａ 環境の科学Ａ

環境の科学Ｂ 環境の科学Ｂ

生活の科学Ａ 生活の科学Ａ

生活の科学Ｂ 生活の科学Ｂ

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

国

際

理

解

異文化理解Ａ

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

国

際

理

解

異文化理解Ａ
異文化理解Ｂ 異文化理解Ｂ
日本の歴史と文化Ａ 日本の歴史と文化Ａ
日本の歴史と文化Ｂ 日本の歴史と文化Ｂ
世界の歴史と文化Ａ 世界の歴史と文化Ａ
世界の歴史と文化Ｂ 世界の歴史と文化Ｂ
国際協力Ａ 国際協力Ａ
国際協力Ｂ 国際協力Ｂ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

社

会

理

解

現代社会と人間Ａ

21世紀の社会と法Ａ（日本国憲法） 21世紀の社会と法Ａ（日本国憲法）

21世紀の社会と法Ｂ 21世紀の社会と法Ｂ
21世紀の経済Ａ 21世紀の経済Ａ
21世紀の経済Ｂ 21世紀の経済Ｂ
現代のビジネスＡ 現代のビジネスＡ
現代のビジネスＢ 現代のビジネスＢ
現代社会と政治Ａ 現代社会と政治Ａ
現代社会と政治Ｂ 現代社会と政治Ｂ

世界の文学Ｂ

芸術Ａ 芸術Ａ

芸術Ｂ 芸術Ｂ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

人

間

理

解

人間論Ａ
人間論Ｂ 人間論Ｂ
こころの科学Ａ こころの科学Ａ
こころの科学Ｂ こころの科学Ｂ
からだの科学Ａ からだの科学Ａ
からだの科学Ｂ からだの科学Ｂ
からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ
人間形成の科学Ａ 人間形成の科学Ａ
人間形成の科学Ｂ 人間形成の科学Ｂ
ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ
ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ

情報処理基礎Ⅱ

健康スポーツＢ健康スポーツＢ

科目
区分

２　授業科目の概要

＜心理学部　ビジネス心理学科＞

【認可時又は届出時】

（１）ー① 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数

日本の文学Ａ 日本の文学Ａ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

キ
ャ

リ

ア

科

目

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ キャリアデザインⅡ

ボランティア活動 ボランティア活動

インターンシップ インターンシップ

職と食－パティシエ実習 職と食－パティシエ実習

専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

授業科目の名称

配
当
年
次

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

人

間

理

解

日本の文学Ｂ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

社

会

理

解

現代社会と人間Ａ

兼

任

・

兼

担

現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ

特
別
科
目

まほろば教養ゼミⅠ

まほろば教養ゼミⅡ

まほろば教養ゼミⅢ

まほろば教養ゼミⅣ

特
別
科
目

まほろば教養ゼミⅠ

まほろば教養ゼミⅡ

まほろば教養ゼミⅢ

まほろば教養ゼミⅣ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

キ
ャ

リ

ア

科

目

キャリアデザインⅠ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

人

間

理

解

人間論Ａ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

人

間

理

解

日本の文学Ｂ

世界の文学Ａ 世界の文学Ａ

世界の文学Ｂ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前後 1 　 1 1前後 1 　 1
1前後 1 　 1 1前後 1 　 1
1前後 1 　 1 1前後 1 　 1
1後 1 1 1後 1 1
1前 1 　 1 1前 1 　 1
1前 　 1 　 1 1前 　 1 　 1
1前 　 1 　 1 1前 　 1 　 1
1前 2 　 2 2 1 1前 2 　 2 2 3
1前 2 　 1 1前 2 　 1
1後 2 　 1 1後 2 　 1
1前 2 1 1 1前 2 1 1 1
1後 2 　 1 1 1後 2 　 1 1 1
1後 2 　 1 1 1後 2 　 1 1 1
1後 2 1 1 1後 2 1 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 3
1前 2 1 1前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1 1
2後 2 1 1 2後 2 1 1
1後 2 2 1後 2 2
2前 2 1 2前 2 1 2
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1 3
2前 2 1 2前 2 2
2前 2 1 2前 2 1
2後 2 1 2後 2 1
3前 2 2 3前 2 1
2後 2 1 2後 2 2
2後 2 1 2後 2 1
2･3･4後 2 1 2･3･4後 2 1
2･3･4後 2 1 2･3･4後 2 1
2･3･4後 2 1 2･3･4後 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
2後 2 1 2後 2 1 1
2後 2 1 2 2後 2 1 3
3前 2 1 2 3前 2 1 3
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
1後 2 1 1 1後 2 1 1
3･4後 2 1 3･4後 2 1 1
3･4後 2 1 1 1 3･4後 2 1 1 1 1
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1 1
3･4前 2 1 3･4前 2 2
3･4後 2 1 3･4後 2 1 3

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1 2
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1 2
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1 2
3･4前 2 1 3･4前 2 1 3
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3前 1 3 3 3 3前 1 3 1 5
3後 1 3 3 3 3後 1 3 1 5
4前 1 3 3 3 4前 1 3 1 5
4後 1 3 3 3 4後 1 3 1 5
4前 2 1 4前 2 1
1･2後 2 1 1･2後 2 1
3前 2 1 2 3前 2 1 2
3後 2 1 2 3後 2 1 2
4前 2 2 2 1 1 4前 2 2 2 4 1

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

卒業するために必要な総単位数は128単位で、専門教育科目については、92単位以上を
修得すること。そのうち、必修科目は34単位、選択科目は38単位を修得し、38単位を超え
修得した選択科目は、自由科目として専門教育科目の単位に算入することができる。

卒業するために必要な総単位数は128単位で、専門教育科目については、92単位以上を
修得すること。そのうち、必修科目は34単位、選択科目は38単位を修得し、38単位を超え
修得した選択科目は、自由科目として専門教育科目の単位に算入することができる。

そ

の

他

実

践

科

目

調査概論
そ

の

他

実

践

科

目

調査概論
ビジネス心理学演習Ⅰ ビジネス心理学演習Ⅰ

ビジネス心理学演習Ⅱ ビジネス心理学演習Ⅱ
ビジネス心理ワークショップ ビジネス心理ワークショップ

専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅱ

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

領

域

）

卒業研究Ⅰ 専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅱ

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

領

域

）

卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ
卒業研究Ⅲ 卒業研究Ⅲ
卒業研究Ⅳ 卒業研究Ⅳ
卒業論文 卒業論文

専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅱ

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

領

域
）

集団心理学　

専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅱ

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

領

域
）

集団心理学　
組織行動論 組織行動論
産業・組織心理学 産業・組織心理学
経営心理学 経営心理学
消費者行動学 消費者行動学
マスメディア心理学 マスメディア心理学
行動分析学　 行動分析学　
対人関係論 対人関係論
ストレスマネジメント論　 ストレスマネジメント論　

医療・福祉社会学 医療・福祉社会学

法と社会 法と社会

政治と社会 政治と社会

家族と社会 家族と社会

職業と社会 職業と社会

コミュニケーション心理学 コミュニケーション心理学

心理と統計Ⅰ 心理と統計Ⅰ
心理と統計Ⅱ 心理と統計Ⅱ
統計学 統計学

専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅰ
（

社

会

心

理

領

域
）

環境社会学 専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅰ
（

社

会

心

理

領

域
）

環境社会学
グローバリゼーション論 グローバリゼーション論

地域社会学 地域社会学
経済社会学 経済社会学
産業社会学 産業社会学
経営社会学 経営社会学
比較行動学 比較行動学

人間学Ⅱ 人間学Ⅱ
カウンセリング心理学　 カウンセリング心理学　

パーソナリティ心理学 パーソナリティ心理学

社会心理学演習Ⅰ 社会心理学演習Ⅰ
社会心理学演習Ⅱ 社会心理学演習Ⅱ

専

門

教

養

科

目

　

心

理

学

応

用

発達心理学Ⅱ

専

門

教

養

科

目

　

心

理

学

応

用

発達心理学Ⅱ
認知心理学Ⅱ 認知心理学Ⅱ
社会心理学Ⅱ 社会心理学Ⅱ
ゲーム理論 ゲーム理論
学習心理学 学習心理学
臨床心理学Ⅱ 臨床心理学Ⅱ
臨床心理学演習 臨床心理学演習
生理心理学 生理心理学
感情心理学 感情心理学
健康心理学 健康心理学
家族心理学 家族心理学

専

門

教

養

科

目

心

理

学

基

礎

発達心理学Ⅰ

専

門

教

養

科

目

心

理

学

基

礎

発達心理学Ⅰ
認知心理学Ⅰ 認知心理学Ⅰ

社会心理学Ⅰ
人間学Ⅰ 人間学Ⅰ
臨床心理学Ⅰ 臨床心理学Ⅰ
経済心理学 経済心理学
進化心理学 進化心理学
人間行動学 人間行動学
心理学演習 心理学演習
心理調査法 心理調査法

専

門

教

養

科

目

学

科

基

礎

ビジネス心理学総論 専

門

教

養

科

目

学

科

基

礎

ビジネス心理学総論
心理学概論Ⅰ 心理学概論Ⅰ
心理学概論Ⅱ 心理学概論Ⅱ
社会学概論Ⅰ 社会学概論Ⅰ
社会学概論Ⅱ 社会学概論Ⅱ
経済学 経済学

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

共

通

教

育

科

目

　

基

礎

科

目

基

礎

養

成

科

目

基礎国語演習
共

通

教

育

科

目

　

基

礎

科

目

基

礎

養

成

科

目

基礎国語演習
基礎社会演習 基礎社会演習
基礎数学演習 基礎数学演習
基礎理科演習 基礎理科演習
基礎生物演習 基礎生物演習
基礎化学演習 基礎化学演習
基礎物理演習 基礎物理演習

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称

社会心理学Ⅰ
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【平成３０年度】 【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 1 2 3 3 1通 1 2 3 3
2通 1 　 　 2 3 3 2通 1 　 　 2 3 3
3通 1 　 　 2 3 3 3通 1 　 　 2 3 3
4通 1 　 　 2 3 3 4通 1 　 　 2 3 3
1前 　 2 　 1 1 1前 　 2 　 1 1
2後 　 2 　 1 1 2後 　 2 　 1 1

1･2後 　 2 　 1 1･2後 　 2 　 1

3前 　 2 　 1 3 3前 　 2 　 1 3
1･2･3･4

後 　 1 　 1 1･2･3･4

後 　 1 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 1 4
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 2 1 3
1･2･3･4

前後 　 2 　 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 1 3
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 3
1･2･3･4

前後 　 2 　 4 1･2･3･4

前後 　 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 5
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 4 1･2･3･4

前後 2 3
1･2･3･4

前後 2 1 1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 2 　 2 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 　 6 1･2･3･4

前後 2 　 5
1･2･3･4

前後 2 　 5 1･2･3･4

前後 2 　 5
1･2･3･4

前後 2 　 1 1 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1 1 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 2 　 1 2 1･2･3･4

前後 2 　 1 2
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 2 1 1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 2 2 1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 7 1･2･3･4

前後 　 2 　 7
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 2 1･2･3･4

前後 2 2
1･2･3･4

前後 2 1 1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 2 1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 2 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 2 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 　 4 1･2･3･4

前後 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 4
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 1 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 2 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 3 1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 4 1･2･3･4

前後 2 　 4
1前 1 　 3 1前 1 　 3
1前 1 　 3 1前 1 　 3
1後 1 　 3 1後 1 　 3
1後 1 　 3 1後 1 　 3
2前 1 　 1 2前 1 　 1
2後 1 　 1 2後 1 　 1
3前 1 　 1 3前 1 　 1
3後 1 　 1 3後 1 　 1
1･2･3･4

前後 1 　 1 1･2･3･4

前後 1 　 1
1･2･3･4前 1 　 2 1･2･3･4前 1 　 2
1･2･3･4後 1 　 1 1･2･3･4後 1 　 1
1･2･3･4後 1 　 1 1･2･3･4後 1 　 1
1･2･3･4前 2 　 1 1･2･3･4前 2 　 1
1前 1 　 9 1前 1 　 12
1後 1 　 6 1後 1 　 9
2前後 1 　 2 2前後 1 　 2
2前後 1 1 2前後 1 1
1前 1 　 6 1前 1 　 9
1後 1 　 6 1後 1 　 9
2前後 1 　 11 2前後 1 　 15
2前後 1 　 11 2前後 1 　 14
1前 1 　 1 1前 1 　 1
1後 1 　 1 1後 1 　 1
2前 1 　 1 2前 1 　 1
2後 1 　 1 2後 1 　 1
1前 1 　 1 1前 1 　 1
1後 1 　 1 1後 1 　 1
2前 1 1 2前 1 1
2後 1 1 2後 1 1
1･2･3後 2 　 1 1･2･3後 2 　 1
1･2･3･4前 2 　 1 1･2･3･4前 2 　 1
1前後 1 　 1 1前後 1 　 1
1前後 1 　 1 1前後 1 　 1
1前後 1 　 1 1前後 1 　 1
1後 1 1 1後 1 1
1前 1 　 1 1前 1 　 1
1前 　 1 　 2 1前 　 1 　 1
1前 　 1 　 1 1前 　 1 　 1

北米文化語学演習 北米文化語学演習
中国文化語学演習 中国文化語学演習

共

通

教

育

科

目

基

礎

科

目

基

礎

養

成

科

目

基礎国語演習
共

通

教

育

科

目

基

礎

科

目

基

礎

養

成

科

目

基礎国語演習
基礎社会演習 基礎社会演習
基礎数学演習 基礎数学演習
基礎理科演習 基礎理科演習
基礎生物演習 基礎生物演習
基礎化学演習 基礎化学演習
基礎物理演習 基礎物理演習

フランス語コミュニケーションⅣ フランス語コミュニケーションⅣ

中国語コミュニケーションⅠ 中国語コミュニケーションⅠ

中国語コミュニケーションⅡ 中国語コミュニケーションⅡ

中国語コミュニケーションⅢ 中国語コミュニケーションⅢ

中国語コミュニケーションⅣ 中国語コミュニケーションⅣ

共

通

教

育

科

目

　

基

礎

科

目

　

外

国

語

科

目

英語リーディングⅠ

共

通

教

育

科

目

　

基

礎

科

目

　

外

国

語

科

目

英語リーディングⅠ
英語リーディングⅡ 英語リーディングⅡ
英語ライティングⅠ 英語ライティングⅠ
英語ライティングⅡ 英語ライティングⅡ
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅣ 英語コミュニケーションⅣ

フランス語コミュニケーションⅠ フランス語コミュニケーションⅠ

フランス語コミュニケーションⅡ フランス語コミュニケーションⅡ

フランス語コミュニケーションⅢ フランス語コミュニケーションⅢ

共

通

教

育

科

目

　

教

養

科

目

健

康

ス

ポ

ー

ツ

科

目

健康スポーツＡ
共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

健

康

ス

ポ

ー

ツ

科

目

健康スポーツＡ

健康スポーツＢ 健康スポーツＢ

健康スポーツＣ 健康スポーツＣ

健康スポーツＤ 健康スポーツＤ

野外活動 野外活動

情報の科学 情報の科学

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

情

報

処

理

科

目

情報処理基礎Ⅰ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

情

報

処

理

科

目

情報処理基礎Ⅰ
情報処理基礎Ⅱ 情報処理基礎Ⅱ
情報処理基礎Ⅲ 情報処理基礎Ⅲ
情報処理基礎Ⅳ 情報処理基礎Ⅳ
情報処理演習Ａ 情報処理演習Ａ
情報処理演習Ｂ 情報処理演習Ｂ
情報処理演習Ｃ 情報処理演習Ｃ
情報処理演習Ｄ 情報処理演習Ｄ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

科

学

技

術

理

解

数学の世界

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

科

学

技

術

理

解

数学の世界

自然科学の世界Ａ 自然科学の世界Ａ

自然科学の世界Ｂ 自然科学の世界Ｂ

自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ

生命の科学Ａ 生命の科学Ａ

生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ

生命の科学Ｃ 生命の科学Ｃ

環境の科学Ａ 環境の科学Ａ

環境の科学Ｂ 環境の科学Ｂ

生活の科学Ａ 生活の科学Ａ

生活の科学Ｂ 生活の科学Ｂ

通

教

育

科

目

教

養

科

目

国

際

理

解

世界の歴史と文化Ａ 通

教

育

科

目

教

養

科

目

国

際

理

解

世界の歴史と文化Ａ

世界の歴史と文化Ｂ 世界の歴史と文化Ｂ

国際協力Ａ 国際協力Ａ

国際協力Ｂ 国際協力Ｂ

通

教

育

科

目

教

養

科

目

国

際

理

解

異文化理解Ａ 通

教

育

科

目

教

養

科

目

国

際

理

解

異文化理解Ａ

異文化理解Ｂ 異文化理解Ｂ

日本の歴史と文化Ａ 日本の歴史と文化Ａ

日本の歴史と文化Ｂ 日本の歴史と文化Ｂ

共

通

教

育

科

目

　

教

養

科

目

社

会

理

解

現代社会と人間Ａ
共

通

教

育

科

目

　

教

養

科

目

社

会

理

解

現代社会と人間Ａ
現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ
21世紀の社会と法Ａ（日本国憲法） 21世紀の社会と法Ａ（日本国憲法）

21世紀の社会と法Ｂ 21世紀の社会と法Ｂ

21世紀の経済Ａ 21世紀の経済Ａ

21世紀の経済Ｂ 21世紀の経済Ｂ

現代のビジネスＡ 現代のビジネスＡ

現代のビジネスＢ 現代のビジネスＢ

現代社会と政治Ａ 現代社会と政治Ａ

現代社会と政治Ｂ 現代社会と政治Ｂ

日本の文学Ａ 日本の文学Ａ
日本の文学Ｂ 日本の文学Ｂ
世界の文学Ａ 世界の文学Ａ

共

通

教

育

科

目

　

教

養

科

目

人

間

理

解

世界の文学Ｂ 共

通

教

育

科

目

　

教

養

科

目

人

間

理

解

世界の文学Ｂ

芸術Ａ 芸術Ａ

芸術Ｂ 芸術Ｂ

共

通

教

育

科

目

　

教

養

科

目

　

人

間

理

解

人間論Ａ
共

通

教

育

科

目

　

教

養

科

目

　

人

間

理

解

人間論Ａ

人間論Ｂ 人間論Ｂ
こころの科学Ａ こころの科学Ａ
こころの科学Ｂ こころの科学Ｂ
からだの科学Ａ からだの科学Ａ
からだの科学Ｂ からだの科学Ｂ
からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ
人間形成の科学Ａ 人間形成の科学Ａ
人間形成の科学Ｂ 人間形成の科学Ｂ
ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ
ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

キ
ャ

リ

ア

科

目

キャリアデザインⅠ
共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

キ
ャ

リ

ア

科

目

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ キャリアデザインⅡ

ボランティア活動 ボランティア活動

インターンシップ インターンシップ

職と食－パティシエ実習 職と食－パティシエ実習

特
別
科
目

まほろば教養ゼミⅠ 特
別
科
目

まほろば教養ゼミⅠ

まほろば教養ゼミⅡ まほろば教養ゼミⅡ

まほろば教養ゼミⅢ まほろば教養ゼミⅢ

まほろば教養ゼミⅣ まほろば教養ゼミⅣ

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 　 2 2 1 1前 2 　 2 2 1
1前 2 　 1 1前 2 　 1
1後 2 　 1 1後 2 　 1
1前 2 1 1 1前 2 1 1
1後 2 　 1 1 1後 2 　 1 1
1後 2 　 1 1 1後 2 　 1 1
1後 2 1 1 1後 2 1 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2後 2 1 1 2後 2 1 1
1後 2 2 1後 2 2
2前 2 1 2前 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1 1
2前 2 1 2前 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2後 2 1 2後 2 1
3前 2 2 3前 2 2
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2･3･4後 2 1 2･3･4後 2 1
2･3･4後 2 1 2･3･4後 2 1
2･3･4後 2 1 2･3･4後 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2後 2 1 2 2後 2 2 2
3前 2 1 2 3前 2 1 2
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
1後 2 1 1 1後 2 1 1
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4後 2 1 1 1 3･4後 2 1 1 1
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4後 2 1 3･4後 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2後 2 1 2後 2 1
2前 2 1 2前 2 1
2後 2 1 2後 2 1
3･4 2 1 3･4 2 1
3･4 2 1 3･4 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1 2
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3･4後 2 1 3･4後 2 1
3･4前 2 1 3･4前 2 1
3前 1 3 3 3 3前 1 3 3 3
3後 1 3 3 3 3後 1 3 3 3
4前 1 3 3 3 4前 1 3 3 3
4後 1 3 3 3 4後 1 3 3 3
4前 2 1 4前 2 1
1･2 2 1 1･2 2 1
3前 2 1 2 3前 2 1 2
3後 2 1 2 3後 2 1 2
4前 2 2 2 1 1 4前 2 2 2 1 1

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

卒業するために必要な総単位数は128単位で、専門教育科目については、92単位以上を
修得すること。そのうち、必修科目は34単位、選択科目は38単位を修得し、38単位を超え
修得した選択科目は、自由科目として専門教育科目の単位に算入することができる。

卒業するために必要な総単位数は128単位で、専門教育科目については、92単位以上を
修得すること。そのうち、必修科目は34単位、選択科目は38単位を修得し、38単位を超え
修得した選択科目は、自由科目として専門教育科目の単位に算入することができる。

卒業研究Ⅲ 卒業研究Ⅲ
卒業研究Ⅳ 卒業研究Ⅳ
卒業論文 卒業論文

そ

の

他

実

践

科

目

調査概論
そ

の

他

実

践

科

目

調査概論
ビジネス心理学演習Ⅰ ビジネス心理学演習Ⅰ

ビジネス心理学演習Ⅱ ビジネス心理学演習Ⅱ
ビジネス心理ワークショップ ビジネス心理ワークショップ

専

門

教

育

科

目

 

心

理

学

展

開

Ⅱ

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

領

域
）

集団心理学　
専

門

教

育

科

目

 

理

学

展

開

Ⅱ

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

領

域
）

集団心理学　
組織行動論 組織行動論
産業・組織心理学 産業・組織心理学
経営心理学 経営心理学
消費者行動学 消費者行動学
マスメディア心理学 マスメディア心理学
行動分析学　 行動分析学　
対人関係論 対人関係論
ストレスマネジメント論　 ストレスマネジメント論　

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

医療・福祉社会学 医療・福祉社会学
法と社会 法と社会
政治と社会 政治と社会
家族と社会 家族と社会
職業と社会 職業と社会

コミュニケーション心理学 コミュニケーション心理学

心理と統計Ⅰ 心理と統計Ⅰ
心理と統計Ⅱ 心理と統計Ⅱ
統計学 統計学

専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅰ

（

社

会

心

理

領

域
）

環境社会学
専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅰ

（

社

会

心

理

領

域
）

環境社会学
グローバリゼーション論 グローバリゼーション論

地域社会学 地域社会学
経済社会学 経済社会学
産業社会学 産業社会学
経営社会学 経営社会学
比較行動学 比較行動学

人間学Ⅱ 人間学Ⅱ
カウンセリング心理学　 カウンセリング心理学　

パーソナリティ心理学 パーソナリティ心理学

社会心理学演習Ⅰ 社会心理学演習Ⅰ
社会心理学演習Ⅱ 社会心理学演習Ⅱ

専

門

教

養

科

目

　

心

理

学

応

用

発達心理学Ⅱ

専

門

教

養

科

目

　

心

理

学

応

用

発達心理学Ⅱ
認知心理学Ⅱ 認知心理学Ⅱ
社会心理学Ⅱ 社会心理学Ⅱ
ゲーム理論 ゲーム理論
学習心理学 学習心理学
臨床心理学Ⅱ 臨床心理学Ⅱ
臨床心理学演習 臨床心理学演習
生理心理学 生理心理学
感情心理学 感情心理学
健康心理学 健康心理学
家族心理学 家族心理学

専

門

教

養

科

目

心

理

学

基

礎

発達心理学Ⅰ

専

門

教

養

科

目

心

理

学

基

礎

発達心理学Ⅰ
認知心理学Ⅰ 認知心理学Ⅰ
社会心理学Ⅰ 社会心理学Ⅰ
人間学Ⅰ 人間学Ⅰ
臨床心理学Ⅰ 臨床心理学Ⅰ
経済心理学 経済心理学
進化心理学 進化心理学
人間行動学 人間行動学
心理学演習 心理学演習
心理調査法 心理調査法

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

専

門

教

養

科

目

学

科

基

礎

ビジネス心理学総論 専

門

教

養

科

目

学

科

基

礎

ビジネス心理学総論
心理学概論Ⅰ 心理学概論Ⅰ
心理学概論Ⅱ 心理学概論Ⅱ
社会学概論Ⅰ 社会学概論Ⅰ
社会学概論Ⅱ 社会学概論Ⅱ
経済学 経済学

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次
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【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 1 2 1 5
2通 1 　 　 2 1 5
3通 1 　 　 2 1 5
4通 1 　 　 2 1 5
1前 　 2 　 1 1
2後 　 2 　 1 1
1･2後 　 2 　 1
3前 　 2 　 1 2
1･2･3･4

後 　 1 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 4
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 1 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 1 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 3
1･2･3･4

前後 　 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 　 5
1･2･3･4

前後 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 3
1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 5
1･2･3･4

前後 2 　 5
1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 2 　 1 2
1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1 1
1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 7
1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 2
1･2･3･4

前後 2 1
1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 　 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 3
1･2･3･4

前後 2 　 4
1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 2
1･2･3･4

前後 2 　 1
1･2･3･4

前後 2 　 4
1前 1 　 3
1前 1 　 3
1後 1 　 3
1後 1 　 3
2前 1 　 1
2後 1 　 1
3前 1 　 1
3後 1 　 1
1･2･3･4

前後 1 　 1
1･2･3･4前 1 　 2
1･2･3･4後 1 　 1
1･2･3･4後 1 　 1
1･2･3･4前 2 　 1
1前 1 　 11
1後 1 　 9
2前後 1 　 2
2前後 1 1
1前 1 　 11
1後 1 　 11
2前後 1 　 13
2前後 1 　 13
1前 1 　 1
1後 1 　 1
2前 1 　 1
2後 1 　 1
1前 1 　 1
1後 1 　 1
2前 1 1
2後 1 1
1･2･3後 2 　 1
1･2･3･4前 2 　 1中国文化語学演習

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

健

康

ス

ポ

ー

ツ

科

目

健康スポーツＡ
健康スポーツＢ
健康スポーツＣ
健康スポーツＤ
野外活動

共

通

教

育

科

目

　

基

礎

科

目

　

外

国

語

科

目

英語リーディングⅠ
英語リーディングⅡ
英語ライティングⅠ
英語ライティングⅡ
英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅣ

フランス語コミュニケーションⅠ

フランス語コミュニケーションⅡ

フランス語コミュニケーションⅢ

フランス語コミュニケーションⅣ

中国語コミュニケーションⅠ

中国語コミュニケーションⅡ

中国語コミュニケーションⅢ

中国語コミュニケーションⅣ

北米文化語学演習

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

情

報

処

理

科

目

情報処理基礎Ⅰ
情報処理基礎Ⅱ
情報処理基礎Ⅲ
情報処理基礎Ⅳ
情報処理演習Ａ
情報処理演習Ｂ
情報処理演習Ｃ
情報処理演習Ｄ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

科

学

技

術

理

解

数学の世界
自然科学の世界Ａ
自然科学の世界Ｂ
自然科学の世界Ｃ
生命の科学Ａ
生命の科学Ｂ
生命の科学Ｃ
環境の科学Ａ
環境の科学Ｂ
生活の科学Ａ
生活の科学Ｂ
情報の科学

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

国

際

理

解

異文化理解Ａ
異文化理解Ｂ
日本の歴史と文化Ａ
日本の歴史と文化Ｂ
世界の歴史と文化Ａ
世界の歴史と文化Ｂ
国際協力Ａ
国際協力Ｂ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

人

間

理

解

日本の文学Ｂ
世界の文学Ａ
世界の文学Ｂ
芸術Ａ
芸術Ｂ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

社

会

理

解

現代社会と人間Ａ
現代社会と人間Ｂ
21世紀の社会と法Ａ（日本国憲法）

21世紀の社会と法Ｂ
21世紀の経済Ａ
21世紀の経済Ｂ
現代のビジネスＡ
現代のビジネスＢ
現代社会と政治Ａ
現代社会と政治Ｂ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

　

人

間

理

解

人間論Ａ
人間論Ｂ
こころの科学Ａ
こころの科学Ｂ
からだの科学Ａ
からだの科学Ｂ
からだの科学Ｃ
人間形成の科学Ａ
人間形成の科学Ｂ
ことばの世界Ａ
ことばの世界Ｂ
日本の文学Ａ

特
別
科
目

まほろば教養ゼミⅠ

まほろば教養ゼミⅡ

まほろば教養ゼミⅢ

まほろば教養ゼミⅣ

共

通

教

育

科

目

教

養

科

目

キ
ャ

リ

ア

科

目

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

ボランティア活動

インターンシップ

職と食－パティシエ実習

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前後 1 　 1
1前後 1 　 1
1前後 1 　 1
1後 1 1
1前 1 　 1
1前 　 1 　 1
1前 　 1 　 1
1前 2 　 2 2 3
1前 2 　 1
1後 2 　 1
1前 2 1 1 1
1後 2 　 1 1 1
1後 2 　 1 1 1
1後 2 1 2 1
2前 2 1
2前 2 3
1前 2 1
2前 2 1
2前 2 1
2前 2 1
2前 2 1 1
2後 2 1 1
1後 2 2
2前 2 1 2
2後 2 1
2後 2 1 3
2前 2 2
2前 2 1
2後 2 1
3前 2 1
2後 2 2
2後 2 1
2･3･4後 2 1
2･3･4後 2 1
2･3･4後 2 1
3･4前 2 1
2後 2 1 1
2後 2 1 3
3前 2 1 3
3･4前 2 1
3･4前 2 1
3･4前 2 1
1後 2 1 1
3･4後 2 1 1
3･4後 2 1 1 1 1
3･4後 2 1
3･4前 2 1
3･4前 2 1 1
3･4前 2 1 1
3･4前 2 2
3･4後 2 1 3
2前 2 1
2後 2 1
2前 2 1
2後 2 1 1
3･4前 2 1 2
3･4後 2 1
3･4前 2 1 2
3･4後 2 1
3･4後 2 1
3･4前 2 1 2
3･4前 2 1 2
3･4後 2 1
3･4前 2 1
3前 1 3 1 5
3後 1 3 1 5
4前 1 3 1 5
4後 1 3 1 5
4前 2 1
1･2後 2 1
3前 2 1 2
3後 2 1 2
4前 2 2 2 4 1

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

卒業要件及び履修方法

卒業するために必要な総単位数は128単位で、専門教育科目については、92単位以上を
修得すること。そのうち、必修科目は34単位、選択科目は38単位を修得し、38単位を超え
修得した選択科目は、自由科目として専門教育科目の単位に算入することができる。

専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅱ

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

領

域

）

卒業研究Ⅰ
卒業研究Ⅱ
卒業研究Ⅲ
卒業研究Ⅳ
卒業論文

そ

の

他

実

践

科

目

調査概論
ビジネス心理学演習Ⅰ

ビジネス心理学演習Ⅱ
ビジネス心理ワークショップ

専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅱ

（

ビ

ジ

ネ

ス

心

理

領

域
）

集団心理学　
組織行動論
産業・組織心理学
経営心理学
消費者行動学
マスメディア心理学
行動分析学　
対人関係論
ストレスマネジメント論　

専

門

教

育

科

目

心

理

学

展

開

Ⅰ

（

社

会

心

理

領

域
）

環境社会学
グローバリゼーション論

地域社会学
経済社会学
産業社会学
経営社会学
比較行動学
医療・福祉社会学
法と社会
政治と社会
家族と社会
職業と社会

専

門

教

養

科

目

　

心

理

学

応

用

発達心理学Ⅱ
認知心理学Ⅱ
社会心理学Ⅱ
ゲーム理論
学習心理学
臨床心理学Ⅱ
臨床心理学演習
生理心理学
感情心理学
健康心理学
家族心理学
人間学Ⅱ
カウンセリング心理学　

パーソナリティ心理学

社会心理学演習Ⅰ
社会心理学演習Ⅱ
コミュニケーション心理学

心理と統計Ⅰ
心理と統計Ⅱ
統計学

専

門

教

養

科

目

学

科

基

礎

ビジネス心理学総論
心理学概論Ⅰ
心理学概論Ⅱ
社会学概論Ⅰ
社会学概論Ⅱ
経済学

専

門

教

養

科

目

心

理

学

基

礎

発達心理学Ⅰ
認知心理学Ⅰ
社会心理学Ⅰ
人間学Ⅰ
臨床心理学Ⅰ
経済心理学
進化心理学
人間行動学
心理学演習
心理調査法

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼

任

・

兼

担

共

通

教

育

科

目

　

基

礎

科

目

基

礎

養

成

科

目

基礎国語演習
基礎社会演習
基礎数学演習
基礎理科演習
基礎生物演習
基礎化学演習
基礎物理演習
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【平成３０年度】

【令和元年度】

【令和２年度】

【令和3年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

[　　0　　]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

23 137 0 160 23 137 0 160

[　　0　　] [　　0　　] [　　0　　]

兼担教員7名を削除し、新たに4名を追加した。

兼任講師5名を削除し、新たに11名を追加した。

専任教員3名（准教授2名、講師1名）が一身上の都合により退職し、新たに講師2名が着任した。

兼担教員6名を削除し、新たに5名を追加した。

兼任講師7名を削除し、新たに4名を追加した。

専任教員1名（講師1名）が一身上の都合により退職し、新たに講師1名が着任した。

兼担教員4名を削除し、新たに1名を追加した。

兼任講師2名を削除し、新たに1名追加した。

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

兼担教員11名を削除した。

兼任講師15名を追加した。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

160

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　　　　ください。

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
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備考

安田女子短期大学（必
要面積2,850㎡）と共
用

大学･短期大学全体

学科単位での特定不能
なため、大学・短期大

学全体の数

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

62,201   ㎡ 0  ㎡ 62,201   ㎡0  ㎡

（77,355　㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

安田女子短期大学（必
要面積3,000㎡）と共
用

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

心理学部　ビジネス心理学科 室

冊

4,900〔1,300〕

9

視聴覚資料

３　施設・設備の整備状況，経費

772　㎡ 77,355　㎡

（16,713.58　㎡）

0  ㎡ 135,054   ㎡

計

17,203　㎡ 59,380　㎡

（59,872.42　㎡） （769　㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

区　　　　　分

0  ㎡

千円

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,100千円 1,080千円

第４年次 第５年次

（330,990〔58,044〕）

135,054   ㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

3室

情報処理学習施設

18　室

（補助職員　5人）

（118）

0  ㎡

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数

（330,990〔58,044〕） （5,805〔2,456〕） （3,641〔2,152〕）

点

2,622.76　㎡ テニスコート 3面

体育館以外のスポーツ施設の概要

点

面　　　　　積

0千円

1,080千円 千円

460千円

設備購入費

図書購入費

1,080千円

460千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 各年度の手数料収入、資産運用収入、雑収入等をこれに充当する。

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円 1,416千円

第６年次

0千円 5,472千円

590千円 2,280千円

開設年度区　　分

0  ㎡ 16,431   ㎡

350,000〔63,000〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

2,800〔1,000〕 5,100 4,282 118

2,800〔1,000〕

（5,805〔2,456〕）

0  ㎡

電子ジャーナル

小　　　計

　

図
書
・
設
備

(５)

計
4,900〔1,300〕

種

心理学部
ビジネス心理学

科

350,000〔63,000〕

講　義　室

　59　61　室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

(７) 体　　育　　館
弓道場

開設前年度 完成年度

410,000 冊

78,632   ㎡

0  ㎡ 56,422   ㎡

136　133　室

実験実習室

25　室

完成年度

460 席

（3,641〔2,152〕） （5,697） （4,282）

収 納 可 能 冊 数

5,100 4,282 118

(4,282) (118)（5,697）

点

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

56,422   ㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

0  ㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

4,597.00 ㎡

16,431   ㎡

78,632   ㎡ 0  ㎡
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

文学部 4 230 ３年次 928 1.03 0.89

4

　日本文学科 4 90 ３年次 362 学士
（文学）

1.11 0.95 昭和41年度

1

　書道学科 4 30 ３年次 122 学士
（文学）

0.97 0.96 平成23年度 同上

1

　英語英米文学科 4 110 ３年次 444 学士
（文学）

0.98 0.81 昭和41年度 同上

2

教育学部 4 150 ３年次 620 0.92 1.01

10

　児童教育学科 4 150 ３年次 620 学士
（教育学）

0.92 1.01 平成24年度 同上

10

心理学部 4 120 ３年次 484 1.05 1.20

2

　現代心理学科 4 60 ３年次 242 学士
（心理学）

1.19 1.23 平成24年度 同上

1

　ﾋﾞｼﾞﾈｽ心理学科 4 60 ３年次 242 学士
（心理学）

0.91 1.16 平成30年度 同上

1

現代ﾋﾞｼﾞﾈｽ学部 4 240 ３年次 876 0.95 1.05

3

　現代ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 4 90 ３年次 424 1.00 1.18 平成15年度 同上 定員変更（-30）

2

　国際観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 4 90 ３年次 332 0.99 0.98 令和元年度 平成27年度 同上 定員変更（+30）

1

　公共経営学科 4 60 ３年次 120 0.77 0.95 令和2年度 同上

-

家政学部 4 330 ３年次 1299 0.96 1.03

2

　生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 130 ３年次 499 学士
（家政学）

1.07 1.12 令和元年度 平成16年度 同上 定員変更（+25）

2

　管理栄養学科 4 120 - 480 学士
（家政学）

0.92 1.01 平成16年度 同上

　造形ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 80 - 320 学士
（家政学）

0.86 0.92 平成28年度 同上

薬学部 6 100 ３・４年次 680 0.83 1.05

若干名

　薬学科 6 100 ３・４年次 680 学士
（薬学）

0.83 1.05 平成19年度 同上 定員変更（-20）

若干名

看護学部 4 120 - 480 1.01 1.20

　看護学科 4 120 - 480 学士
（看護学）

1.01 1.20 平成26年度 同上

大学全体 - 1290 21 5367 - - - - -

学士
（現代ビジ
ネス学）

学士
（現代ビジ
ネス学）

学士
（現代ビジ
ネス学）

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

令和3年度
入学定員
超過率

　安　田　女　子　大　学

広島県広島市安佐
南区安東六丁目
１３番１号

学位又
は称号

開設
年度

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地
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文学研究科

［博士前期課程］ 2 30 - 60 0.21 0.13

　日本語学日本文学専攻 2 6 - 12 修士
(文学)

0.16 0.00 平成6年度 同上

　英語英米文学専攻 2 6 - 12 修士
(文学)

0.00 0.00 平成6年度 同上

　教育学専攻 2 18 - 36 修士
(文学)

0.30 0.22 平成6年度 同上

［博士後期課程］ 3 9 - 27 0.16 0.11

　日本語学日本文学専攻 3 2 - 6 博士
(文学)

0.33 0.50 平成8年度 同上

　英語英米文学専攻 3 2 - 6 博士
(文学)

0.16 0.00 平成8年度 同上

　教育学専攻 3 5 - 15 博士
(文学)

0.06 0.00 平成8年度 同上

家政学研究科

［修士課程］

健康生活学専攻 2 3 - 6 修士
(家政学)

0.49 0.33 平成25年度 同上

薬学研究科

［博士課程］

　薬学専攻 4 2 - 8 博士
(薬学)

0.00 0.00 平成25年度 同上

看護学研究科

［博士前期課程］

　看護学専攻 2 10 - 20 修士
(看護学)

0.00 0.00 平成30年度 同上

［博士後期課程］

　看護学専攻 3 3 - 9 博士
(看護学)

0.22 0.66 平成30年度 同上

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

保育科 2 150 - 300
短期大学士
（保育） 1.00 1.00 昭和３０年度

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

広島県広島市安佐
南区安東六丁目
１３番１号

令和3年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　安　田　女　子　短　期　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率
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【認可時又は届出時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和3年度】

専 講師

本田　秀仁
（38）

<平成30年4月>
博士（学術）

専 講師

本田　秀仁
（38）

<平成30年4月>
博士（学術）

専 講師

本田　秀仁
（39）

<平成30年4月>
博士（学術）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ビジ
ネス心理学総論、心理学演習、
心理調査法、ゲーム理論、社会
心理学演習Ⅰ、社会心理学演習
Ⅱ、統計学、比較行動学、消費
者行動学、卒業研究Ⅰ、卒業研
究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理学演習Ⅰ、ビ

ジネス心理学演習Ⅱ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ビジ
ネス心理学総論、心理学演習、
心理調査法、ゲーム理論、社会
心理学演習Ⅰ、社会心理学演習
Ⅱ、統計学、比較行動学、消費
者行動学、卒業研究Ⅰ、卒業研
究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理学演習Ⅰ、ビ

ジネス心理学演習Ⅱ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ビジ
ネス心理学総論、心理学演習、
心理調査法、ゲーム理論、社会
心理学演習Ⅰ、社会心理学演習
Ⅱ、統計学、比較行動学、消費
者行動学、卒業研究Ⅰ、卒業研
究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理学演習Ⅰ、ビ
ジネス心理学演習Ⅱ

西村　聡生
（40）

<平成30年4月>
博士（心理学）

専
准教
授

西村　聡生
（41）

<平成30年4月>
博士（心理学）

専 講師

古山　友則
（41）

<平成30年4月>
博士（経済学）

専 講師

古山　友則
（41）

<平成30年4月>
博士（経済学）

専 講師

古山　友則
（42）

<平成30年4月>
博士（経済学）

専 講師

古山　友則
（43）

<平成30年4月>
博士（経済学）

専 講師

古山　友則
（44）

<平成30年4月>
博士（経済学）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、21世
紀の経済Ａ、21世紀の経済Ｂ、
経済心理学、進化心理学、経済
社会学、卒業研究Ⅰ、卒業研究
Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究Ⅳ、
ビジネス心理ワークショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、21世
紀の経済Ａ、21世紀の経済Ｂ、
経済心理学、進化心理学、経済
社会学、卒業研究Ⅰ、卒業研究
Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究Ⅳ、
ビジネス心理ワークショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、21世
紀の経済Ａ、21世紀の経済Ｂ、
経済心理学、進化心理学、経済
社会学、卒業研究Ⅰ、卒業研究
Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究Ⅳ、
ビジネス心理ワークショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば教
養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミⅢ、
まほろば教養ゼミⅣ、21世紀の経
済Ａ、21世紀の経済Ｂ、経済心理
学、進化心理学、経済社会学、経
済学、統計学、卒業研究Ⅰ、卒業
研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理ワークショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば教
養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミⅢ、
まほろば教養ゼミⅣ、21世紀の経
済Ａ、21世紀の経済Ｂ、経済心理
学、進化心理学、経済社会学、経
済学、統計学、卒業研究Ⅰ、卒業
研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理ワークショップ

専
准教
授

西村　聡生
（38）

<平成30年4月>
博士（心理学）

専
准教
授

西村　聡生
（38）

<平成30年4月>
博士（心理学）

専
准教
授

西村　聡生
（39）

<平成30年4月>
博士（心理学）

専
准教
授

藤田　依久子
（41）

<平成30年4月>
修士（政治学）

専
准教
授

藤田　依久子
（41）

<平成30年4月>
修士（政治学）

専
准教
授

藤田　依久子
（42）

<平成30年4月>
修士（政治学）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ビジ
ネス心理学総論、発達心理学
Ⅰ、発達心理学Ⅱ、パーソナリ
ティ心理学、医療・福祉社会
学、集団心理学　、マスメディ
ア心理学、行動分析学、卒業研
究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ、ビジネス心理

ワークショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ビジ
ネス心理学総論、発達心理学
Ⅰ、発達心理学Ⅱ、パーソナリ
ティ心理学、医療・福祉社会
学、集団心理学　、マスメディ
ア心理学、行動分析学、卒業研
究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ、ビジネス心理

ワークショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ビジ
ネス心理学総論、発達心理学
Ⅰ、発達心理学Ⅱ、パーソナリ
ティ心理学、医療・福祉社会
学、集団心理学　、マスメディ
ア心理学、行動分析学、卒業研
究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ、ビジネス心理
ワークショップ、こころの科学
Ａ、こころの科学Ｂ、社会心理
学Ⅱ、社会心理学演習Ⅰ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ビジ
ネス心理学総論、経済学、統計
学、グローバリゼーション論、
職業と社会、卒業研究Ⅰ、卒業
研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理学演習Ⅰ、ビ
ジネス心理学演習Ⅱ、ビジネス

心理ワークショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ビジ
ネス心理学総論、経済学、統計
学、グローバリゼーション論、
職業と社会、卒業研究Ⅰ、卒業
研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理学演習Ⅰ、ビ
ジネス心理学演習Ⅱ、ビジネス

心理ワークショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ビジ
ネス心理学総論、経済学、統計
学、グローバリゼーション論、
職業と社会、卒業研究Ⅰ、卒業
研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理学演習Ⅰ、ビ
ジネス心理学演習Ⅱ、ビジネス
心理ワークショップ

専
准教
授

野崎　祐子
（59）

<平成30年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

野崎　祐子
（59）

<平成30年4月>
博士（経済学）

専
准教
授

野崎　祐子
（60）

<平成30年4月>
博士（経済学）

専 教授

竹内　雄司
（56）

<平成30年4月>
経営学修士（専門職）

専 教授

竹内　雄司
（56）

<平成30年4月>
経営学修士（専門職）

専 教授

竹内　雄司
（57）

<平成30年4月>
経営学修士（専門職）

専 教授

野邊　政雄
（65）

<平成30年4月>
博士（社会学）

専 教授

野邊　政雄
（65）

<平成30年4月>
博士（社会学）

専 教授

野邊　政雄
（66）

<平成30年4月>
博士（社会学）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、社会
学概論Ⅰ、社会学概論Ⅱ、グ
ローバリゼーション論、地域社
会学、家族と社会、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ、ビジネス心理ワー
クショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、社会
学概論Ⅰ、社会学概論Ⅱ、グ
ローバリゼーション論、地域社
会学、家族と社会、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ、ビジネス心理ワー
クショップ、人間論B

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、社会
学概論Ⅰ、社会学概論Ⅱ、グ
ローバリゼーション論、地域社
会学、家族と社会、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ、ビジネス心理ワー
クショップ、人間論B

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、現代
のビジネスＢ、ビジネス心理学
総論、組織行動論、産業・組織
心理学、経営心理学、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、現代
のビジネスＢ、キャリアデザイ
ンⅠ、キャリアデザインⅡ、イ
ンターンシップ、ビジネス心理
学総論、組織行動論、産業・組
織心理学、経営心理学、卒業研
究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ

専
教授
(学科
長)

山内　廣隆
（69）

<平成30年4月>
博士（文学）

専
教授
(学科
長)

山内　廣隆
（69）

<平成30年4月>
博士（文学）

専
教授
(学科
長)

山内　廣隆
（70）

<平成30年4月>
博士（文学）

人間論Ａ、ビジネス心理学総
論、人間学Ⅰ、人間学Ⅱ、卒業
研究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ、卒業論文、ビ

ジネス心理ワークショップ

人間論Ａ、ビジネス心理学総
論、人間学Ⅰ、人間学Ⅱ、卒業
研究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ、卒業論文、ビ

ジネス心理ワークショップ

人間論Ａ、ビジネス心理学総
論、人間学Ⅰ、人間学Ⅱ、卒業
研究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ、卒業論文、ビ
ジネス心理ワークショップ

５　教員組織の状況

＜心理学部　ビジネス心理学科＞

（１）ー① 担当教員表
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専
准教
授

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

専
教授
(学科
長)

山内　廣隆
（71）

<平成30年4月>
博士（文学）

人間論Ａ、ビジネス心理学総論、
人間学Ⅰ、人間学Ⅱ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒
業研究Ⅳ、卒業論文、ビジネス心
理ワークショップ

専 教授

野邊　政雄
（67）

<平成30年4月>
博士（社会学）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば教
養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミⅢ、
まほろば教養ゼミⅣ、社会学概論
Ⅰ、社会学概論Ⅱ、グローバリ
ゼーション論、地域社会学、家族
と社会、環境社会学、職業と社
会、人間行動学、卒業研究Ⅰ、卒
業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理ワークショッ
プ、人間論B

専
教授
(学科
長)

山内　廣隆
（72）

<平成30年4月>
博士（文学）

人間論Ａ、ビジネス心理学総論、
人間学Ⅰ、人間学Ⅱ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒
業研究Ⅳ、卒業論文、ビジネス心
理ワークショップ

専 教授

野邊　政雄
（68）

<平成30年4月>
博士（社会学）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば教
養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミⅢ、
まほろば教養ゼミⅣ、社会学概論
Ⅰ、社会学概論Ⅱ、グローバリ
ゼーション論、地域社会学、家族
と社会、環境社会学、職業と社
会、人間行動学、卒業研究Ⅰ、卒
業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究
Ⅳ、ビジネス心理ワークショッ
プ、人間論B

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば教
養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミⅢ、
まほろば教養ゼミⅣ、現代のビジ
ネスＢ、キャリアデザインⅠ、
キャリアデザインⅡ、インター
ンシップ、ビジネス心理学総論、
組織行動論、産業・組織心理学、
経営心理学、卒業研究Ⅰ、卒業研
究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、現代
のビジネスＢ、キャリアデザイ
ンⅠ、キャリアデザインⅡ、イ
ンターンシップ、ビジネス心理
学総論、組織行動論、産業・組
織心理学、経営心理学、卒業研
究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば教
養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミⅢ、
まほろば教養ゼミⅣ、現代のビジ
ネスＢ、キャリアデザインⅠ、
キャリアデザインⅡ、インター
ンシップ、ビジネス心理学総論、
組織行動論、産業・組織心理学、
経営心理学、卒業研究Ⅰ、卒業研
究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究Ⅳ

専 教授

竹内　雄司
（58）

<平成30年4月>
経営学修士（専門職）

専 教授

竹内　雄司
（59）

<平成30年4月>
経営学修士（専門職）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ここ
ろの科学Ａ、認知心理学Ⅰ、心
理学演習、認知心理学Ⅱ、社会
心理学演習Ⅰ、社会心理学演習
Ⅱ、コミュニケーション心理
学、心理と統計Ⅰ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、

卒業研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ここ
ろの科学Ａ、認知心理学Ⅰ、心
理学演習、認知心理学Ⅱ、社会
心理学演習Ⅰ、社会心理学演習
Ⅱ、コミュニケーション心理
学、心理と統計Ⅰ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、

卒業研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ここ
ろの科学Ａ、認知心理学Ⅰ、心
理学演習、認知心理学Ⅱ、社会
心理学演習Ⅰ、社会心理学演習
Ⅱ、コミュニケーション心理
学、心理と統計Ⅰ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば教
養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミⅢ、
まほろば教養ゼミⅣ、こころの科
学Ａ、認知心理学Ⅰ、心理学演
習、認知心理学Ⅱ、社会心理学演
習Ⅰ、社会心理学演習Ⅱ、コミュ
ニケーション心理学、心理と統計
Ⅰ、卒業研究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒
業研究Ⅲ、卒業研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば教
養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミⅢ、
まほろば教養ゼミⅣ、こころの科
学Ａ、認知心理学Ⅰ、心理学演
習、認知心理学Ⅱ、社会心理学演
習Ⅰ、社会心理学演習Ⅱ、コミュ
ニケーション心理学、心理と統計
Ⅰ、卒業研究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒
業研究Ⅲ、卒業研究Ⅳ
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（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼担 教授

仁井　和彦
（73）

<平成30年4月>
経済学士

21世紀の経済Ｂ 21世紀の経済Ｂ 21世紀の経済Ｂ 21世紀の経済Ｂ

兼担 教授

仁井　和彦
（71）

<平成30年4月>
経済学士

兼担 教授

仁井　和彦
（71）

<平成30年4月>
経済学士

兼担 教授

仁井　和彦
（72）

<平成30年4月>
経済学士

世界の文学Ａ

兼担 教授

中川　憲
（71）

<平成30年4月>
博士（文学）

自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ

兼担 教授

龜井　千晃
（73）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

龜井　千晃
（73）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

龜井　千晃
（74）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

辻　秀典
（77）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

辻　秀典
（78）

<平成30年4月>
法学修士

21世紀の社会と法Ａ（日本国憲
法）、21世紀の社会と法Ｂ

21世紀の社会と法Ａ（日本国憲
法）、21世紀の社会と法Ｂ

21世紀の社会と法Ａ（日本国憲
法）、21世紀の社会と法Ｂ

21世紀の社会と法Ａ（日本国憲
法）、21世紀の社会と法Ｂ

21世紀の社会と法Ａ（日本国憲
法）、21世紀の社会と法Ｂ

兼担 教授

辻　秀典
（75）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

辻　秀典
（75）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

辻　秀典
（76）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

藤村　欣吾
（78）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

藤村　欣吾
（79）

<平成30年4月>
医学博士

人間論Ｂ
人間論Ｂ、

現代社会と人間Ａ
人間論Ｂ、
現代社会と人間Ａ

人間論Ｂ、
現代社会と人間Ａ

人間論Ｂ、
現代社会と人間Ａ

兼担 教授

藤村　欣吾
（76）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

藤村　欣吾
（76）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

藤村　欣吾
（77）

<平成30年4月>
医学博士

専 講師

田渕恵
（35）

＜令和2年4月＞
博士(人間科学)

専 講師

田渕恵
（36）

＜令和2年4月＞
博士(人間科学)

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、パー
ソナリティ心理学、ビジネス心
理学総論、マスメディア心理
学、行動分析学、産業・組織心
理学、社会心理学Ⅰ、社会心理
学Ⅱ、社会心理学演習Ⅰ、社会
心理学演習Ⅱ、集団心理学、発
達心理学Ⅰ、発達心理学Ⅱ、
ゲーム理論、比較行動学、医
療・福祉社会学、ビジネス心理
ワークショップ、卒業研究Ⅰ、
卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業
研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、パー
ソナリティ心理学、ビジネス心
理学総論、マスメディア心理
学、行動分析学、産業・組織心
理学、社会心理学Ⅰ、社会心理
学Ⅱ、社会心理学演習Ⅰ、社会
心理学演習Ⅱ、集団心理学、発
達心理学Ⅰ、発達心理学Ⅱ、
ゲーム理論、比較行動学、医
療・福祉社会学、ビジネス心理
ワークショップ、卒業研究Ⅰ、
卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業
研究Ⅳ、ビジネス心理学演習
Ⅰ、ビジネス心理学演習Ⅱ

講師

須山　巨基
（32）

<令和3年4月>
博士（文学）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ここ
ろの科学A、社会心理学Ⅰ、社会
心理学Ⅱ、社会心理学演習Ⅰ、
社会心理学演習Ⅱ、心理と統計
Ⅰ、心理と統計Ⅱ、行動分析
学、調査概論、卒業研究Ⅰ、卒
業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研
究Ⅳ

専 講師

高瀬　久直
（37）

<平成30年4月>
博士（社会学）

社会学概論Ⅰ、社会学概論Ⅱ、
グローバリゼーション論、産業
社会学、経営社会学、ビジネス

心理ワークショップ

社会学概論Ⅰ、社会学概論Ⅱ、
グローバリゼーション論、産業
社会学、経営社会学、ビジネス

心理ワークショップ

社会学概論Ⅰ、社会学概論Ⅱ、
グローバリゼーション論、産業
社会学、経営社会学、ビジネス
心理ワークショップ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、社会
学概論Ⅰ、社会学概論Ⅱ、グロー
バリゼーション論、産業社会学、
経営社会学、ビジネス心理ワーク
ショップ、ビジネス心理学総
論、医療・福祉社会学、卒業研
究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、社会
学概論Ⅰ、社会学概論Ⅱ、グロー
バリゼーション論、産業社会学、
経営社会学、ビジネス心理ワーク
ショップ、ビジネス心理学総
論、医療・福祉社会学、卒業研
究Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究
Ⅲ、卒業研究Ⅳ

専 講師

山田涼馬
（38）

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専 講師

山田涼馬
（39）

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ゲー
ム理論、ビジネス心理学総論、
ビジネス心理学演習Ⅰ、ビジネ
ス心理学演習Ⅱ、ビジネス心理
ワークショップ、マスメディア
心理学、医療・福祉社会学、行
動分析学、産業・組織心理学、
社会心理学Ⅰ、社会心理学Ⅱ、
社会心理学演習Ⅰ、社会心理学
演習Ⅱ、消費者行動学、集団心
理学、心理学演習、心理調査
法、比較行動学、発達心理学
Ⅰ、発達心理学Ⅱ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ゲー
ム理論、ビジネス心理学総論、
ビジネス心理学演習Ⅰ、ビジネ
ス心理学演習Ⅱ、ビジネス心理
ワークショップ、マスメディア
心理学、医療・福祉社会学、行
動分析学、産業・組織心理学、
社会心理学Ⅰ、社会心理学Ⅱ、
社会心理学演習Ⅰ、社会心理学
演習Ⅱ、消費者行動学、集団心
理学、心理学演習、心理調査
法、比較行動学、発達心理学
Ⅰ、発達心理学Ⅱ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ

専 助教

高瀬　久直
（34）

<平成30年4月>
博士（社会学）

専 助教

高瀬　久直
（34）

<平成30年4月>
博士（社会学）

専 助教

高瀬　久直
（35）

<平成30年4月>
博士（社会学）

専 講師

橋本　博文
（34）

<平成30年4月>
博士（文学）

専 講師

橋本　博文
（34）

<平成30年4月>
博士（文学）

専 講師

橋本　博文
（35）

<平成30年4月>
博士（文学）

専 講師

橋本　博文
（36）

<平成30年4月>
博士（文学）

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ここ
ろの科学Ａ、社会心理学Ⅰ、心
理調査法、社会心理学Ⅱ、社会
心理学演習Ⅰ、社会心理学演習
Ⅱ、心理と統計Ⅱ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ、調査概論、ビジネ
ス心理学演習Ⅰ、ビジネス心理

学演習Ⅱ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ここ
ろの科学Ａ、社会心理学Ⅰ、心
理調査法、社会心理学Ⅱ、社会
心理学演習Ⅰ、社会心理学演習
Ⅱ、心理と統計Ⅱ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ、調査概論、ビジネ
ス心理学演習Ⅰ、ビジネス心理
学演習Ⅱ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば教
養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミⅢ、
まほろば教養ゼミⅣ、こころの科
学Ａ、社会心理学Ⅰ、心理調査
法、社会心理学Ⅱ、社会心理学演
習Ⅰ、社会心理学演習Ⅱ、心理と
統計Ⅱ、卒業研究Ⅰ、卒業研究
Ⅱ、卒業研究Ⅲ、卒業研究Ⅳ、調
査概論、ビジネス心理学演習Ⅰ、
ビジネス心理学演習Ⅱ

まほろば教養ゼミⅠ、まほろば
教養ゼミⅡ、まほろば教養ゼミ
Ⅲ、まほろば教養ゼミⅣ、ここ
ろの科学Ａ、社会心理学Ⅰ、心
理調査法、社会心理学Ⅱ、社会
心理学演習Ⅰ、社会心理学演習
Ⅱ、心理と統計Ⅱ、卒業研究
Ⅰ、卒業研究Ⅱ、卒業研究Ⅲ、
卒業研究Ⅳ、調査概論、ビジネ
ス心理学演習Ⅰ、ビジネス心理

学演習Ⅱ

専 講師

高瀬　久直
（36）

<平成30年4月>
博士（社会学）
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兼任 講師

江口　公治
（70）

<平成30年4月>
理学修士

兼任 講師

江口　公治
（71）

<平成30年4月>
理学修士

自然科学の世界Ａ、基礎理科演
習、基礎物理演習

自然科学の世界Ａ、基礎理科演
習、基礎物理演習

自然科学の世界Ａ、基礎理科演
習、基礎物理演習

基礎物理演習 基礎物理演習

兼担 教授

江口　公治
（68）

<平成30年4月>
理学修士

兼担 教授

江口　公治
（68）

<平成30年4月>
理学修士

兼担 教授

江口　公治
（69）

<平成30年4月>
理学修士

芸術Ｂ 芸術Ｂ 芸術Ｂ

兼担 教授

萩　信雄
（68）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

萩　信雄
（68）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

萩　信雄
（69）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

徳村　彰
（71）

<平成30年4月>
農学博士

兼担 教授

徳村　彰
（72）

<平成30年4月>
農学博士

環境の科学Ａ 環境の科学Ａ 環境の科学Ａ 環境の科学Ａ 環境の科学Ａ

兼担 教授

徳村　彰
（69）

<平成30年4月>
農学博士

兼担 教授

徳村　彰
（69）

<平成30年4月>
農学博士

兼担 教授

徳村　彰
（70）

<平成30年4月>
農学博士

キャリアデザインⅠ、キャリア
デザインⅡ、インターンシッ

プ、現代社会と人間Ａ

兼担 教授

野村　康則
（69）

<平成30年4月>
修士（経済学）

兼担 教授

楠　幹江
（71）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

楠　幹江
（72）

<平成30年4月>
医学博士

生活の科学Ａ 生活の科学Ａ 生活の科学Ａ 生活の科学Ａ 生活の科学Ａ

兼担 教授

楠　幹江
（69）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

楠　幹江
（69）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

楠　幹江
（70）

<平成30年4月>
医学博士

世界の文学Ａ、フランス語コ
ミュニケーションⅢ、フランス

語コミュニケーションⅣ

世界の文学Ａ、フランス語コ
ミュニケーションⅢ、フランス

語コミュニケーションⅣ

兼担 教授

玉田　健二
（69）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

玉田　健二
（69）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

田中　丈夫
（72）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

田中　丈夫
（73）

<平成30年4月>
医学博士

からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ

兼担 教授

田中　丈夫
（70）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

田中　丈夫
（70）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

田中　丈夫
（71）

<平成30年4月>
医学博士

人間形成の科学Ａ

兼担 教授

高田　清
（70）

<平成30年4月>
教育学修士

生活の科学Ｂ 生活の科学Ｂ

兼担 教授

西田　信子
（70）

<平成30年4月>
家政学士

兼担 教授

西田　信子
（70）

<平成30年4月>
家政学士

兼担 教授

佐々木　英夫
（72）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

佐々木　英夫
（73）

<平成30年4月>
医学博士

からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ からだの科学Ｃ

兼担 教授

佐々木　英夫
（70）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

佐々木　英夫
（70）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

佐々木　英夫
（71）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

大塚　英昭
（72）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

大塚　英昭
（73）

<平成30年4月>
薬学博士

自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ

兼担 教授

大塚　英昭
（70）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

大塚　英昭
（70）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

大塚　英昭
（71）

<平成30年4月>
薬学博士

生活の科学Ｂ

兼担 教授

山内　一晃
（70）

<平成30年4月>
博士（工学）

兼担 教授

船津　守久
（72）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

船津　守久
（73）

<平成30年4月>
医学博士

こころの科学Ｂ、臨床心理学
Ⅱ、家族心理学

こころの科学Ｂ、臨床心理学
Ⅱ、家族心理学

こころの科学Ｂ、臨床心理学
Ⅱ、家族心理学

こころの科学Ｂ、臨床心理学Ⅱ、
家族心理学

こころの科学Ｂ、臨床心理学Ⅱ

兼担 教授

船津　守久
（70）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

船津　守久
（70）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

船津　守久
（71）

<平成30年4月>
医学博士

人間論Ａ

兼担 教授

田村　典子
（70）

<平成30年4月>
修士（保健学）

兼担 教授

冨岡　治明
（72）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

冨岡　治明
（73）

<平成30年4月>
医学博士

生命の科学Ａ 生命の科学Ａ 生命の科学Ａ 生命の科学Ａ 生命の科学Ａ

兼担 教授

冨岡　治明
（70）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

冨岡　治明
（70）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

冨岡　治明
（71）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

森川　千鶴子
（72）

<平成30年4月>
博士（保健学）

現代社会と人間B 現代社会と人間B 現代社会と人間B 現代社会と人間B

兼担 教授

森川　千鶴子
（70）

<平成30年4月>
博士（保健学）

兼担 教授

森川　千鶴子
（70）

<平成30年4月>
博士（保健学）

兼担 教授

森川　千鶴子
（71）

<平成30年4月>
博士（保健学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
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専任・
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氏　　名
（年　齢）
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兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・
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＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

こころの科学Ａ こころの科学Ａ こころの科学Ａ

兼担 教授

加藤　敏之
（64）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

加藤　敏之
（64）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

加藤　敏之
（65）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

折本　浩一
（66）

<平成30年4月>
体育学修士

兼担 教授

折本　浩一
（67）

<平成30年4月>
体育学修士

ボランティア活動、健康スポー
ツＡ、健康スポーツＢ、健康ス

ポーツＤ、野外活動

ボランティア活動、健康スポー
ツＡ、健康スポーツＢ、健康ス
ポーツＤ、野外活動、キャリア
デザインⅠ、キャリアデザイン

Ⅱ、インターンシップ

ボランティア活動、健康スポー
ツＡ、健康スポーツＢ、健康ス
ポーツＤ、野外活動、キャリア
デザインⅠ、キャリアデザイン
Ⅱ、インターンシップ

ボランティア活動、健康スポーツ
Ａ、健康スポーツＢ、健康スポー
ツＤ、野外活動、キャリアデザイ
ンⅠ、キャリアデザインⅡ、イ
ンターンシップ

ボランティア活動、健康スポーツ
Ａ、健康スポーツＢ、健康スポー
ツＤ、野外活動、キャリアデザイ
ンⅠ、キャリアデザインⅡ、イ
ンターンシップ

兼担 教授

折本　浩一
（64）

<平成30年4月>
体育学修士

兼担 教授

折本　浩一
（64）

<平成30年4月>
体育学修士

兼担 教授

折本　浩一
（65）

<平成30年4月>
体育学修士

兼担 教授

赤木　玲子
（66）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

赤木　玲子
（67）

<平成30年4月>
医学博士

生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ

兼担 教授

赤木　玲子
（64）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

赤木　玲子
（64）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

赤木　玲子
（65）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

相澤　吉晴
（66）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

相澤　吉晴
（67）

<平成30年4月>
法学修士

法と社会 法と社会 法と社会、21世紀の社会と法Ｂ 法と社会、21世紀の社会と法Ｂ 法と社会、21世紀の社会と法Ｂ

兼担 教授

相澤　吉晴
（64）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

相澤　吉晴
（64）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

相澤　吉晴
（65）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

信廣　友江
（67）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

信廣　友江
（68）

<平成30年4月>
博士（学術）

芸術Ｂ 芸術Ｂ 芸術Ｂ 芸術Ｂ 芸術Ｂ

兼担 教授

信廣　友江
（65）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

信廣　友江
（65）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

信廣　友江
（66）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

松岡　博信
（67）

<平成30年4月>
博士（教育学）

兼担 教授

松岡　博信
（68）

<平成30年4月>
博士（教育学）

ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ

兼担 教授

松岡　博信
（65）

<平成30年4月>
博士（教育学）

兼担 教授

松岡　博信
（65）

<平成30年4月>
博士（教育学）

兼担 教授

松岡　博信
（66）

<平成30年4月>
博士（教育学）

生命の科学Ａ 生命の科学Ａ

兼担 教授

森田　泰博
（66）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

森田　泰博
（66）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

藤原　佐枝子
（67）

<令和2年4月>
医学博士

兼担 教授

藤原　佐枝子
（68）

<令和2年4月>
医学博士

からだの科学Ｂ からだの科学Ｂ

兼担 教授

藤本　和男
（68）

<平成30年4月>
博士（工学）

兼担 教授

藤本　和男
（69）

<平成30年4月>
博士（工学）

生活の科学Ｂ 生活の科学Ｂ 生活の科学Ｂ 生活の科学Ｂ 生活の科学Ｂ

兼担 教授

藤本　和男
（66）

<平成30年4月>
博士（工学）

兼担 教授

藤本　和男
（66）

<平成30年4月>
博士（工学）

兼担 教授

藤本　和男
（67）

<平成30年4月>
博士（工学）

兼担 教授

西村　裕三
（68）

<平成30年4月>
法学修士

政治と社会 政治と社会
政治と社会、21世紀の社会と法
Ａ（日本国憲法）

政治と社会、21世紀の社会と法
Ａ（日本国憲法）

兼担 教授

西村　裕三
（66）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

西村　裕三
（66）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

西村　裕三
（67）

<平成30年4月>
法学修士

兼担 教授

大庭　由子
（68）

<平成30年4月>
修士（学術）

兼担 教授

大庭　由子
（69）

<平成30年4月>
修士（学術）

異文化理解Ａ、異文化理解Ｂ 異文化理解Ａ、異文化理解Ｂ
異文化理解Ａ、異文化理解Ｂ、
国際協力Ａ

異文化理解Ａ、異文化理解Ｂ、
国際協力Ａ

異文化理解Ａ、異文化理解Ｂ、
国際協力Ａ

兼担 教授

大庭　由子
（66）

<平成30年4月>
修士（学術）

兼担 教授

大庭　由子
（66）

<平成30年4月>
修士（学術）

兼担 教授

大庭　由子
（67）

<平成30年4月>
修士（学術）

兼担 教授

徳永　隆治
（69）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

徳永　隆治
（70）

<平成30年4月>
教育学修士

現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ

兼担 教授

徳永　隆治
（67）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

徳永　隆治
（67）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

徳永　隆治
（68）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

町　博光
（69）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

町　博光
（70）

<平成30年4月>
博士（文学）

ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ

兼担 教授

町　博光
（67）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

町　博光
（67）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

町　博光
（68）

<平成30年4月>
博士（文学）

からだの科学Ｃ

兼担 教授

赤星　誠
（67）

<平成30年4月>
博士（看護学）

兼担 教授

富永　一登
（70）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

富永　一登
（71）

<平成30年4月>
博士（文学）

世界の文学Ａ 世界の文学Ａ 世界の文学Ａ 世界の文学Ａ 世界の文学Ａ

兼担 教授

富永　一登
（68）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

富永　一登
（68）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

富永　一登
（69）

<平成30年4月>
博士（文学）

こころの科学Ｂ、臨床心理学
Ⅰ、臨床心理学演習

こころの科学Ｂ、臨床心理学
Ⅰ、臨床心理学演習

こころの科学Ｂ、臨床心理学
Ⅰ、臨床心理学演習

兼担 教授

藤沢　敏幸
（68）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

藤沢　敏幸
（68）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

藤沢　敏幸
（69）

<平成30年4月>
文学修士
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＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼担 教授

青木　克仁
（62）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

兼担 教授

青木　克仁
（63）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

人間論Ｂ、国際協力Ａ、国際協
力Ｂ、人間行動学、環境社会学

人間論Ｂ、国際協力Ａ、国際協
力Ｂ、人間行動学、環境社会学

人間論Ｂ、国際協力Ａ、国際協
力Ｂ、人間行動学、環境社会学

人間論Ｂ、国際協力Ａ、国際協力
Ｂ

人間論Ｂ、国際協力Ａ、国際協力
Ｂ

兼担 教授

青木　克仁
（60）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

兼担 教授

青木　克仁
（60）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

兼担 教授

青木　克仁
（61）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

兼担 教授

吉目木　晴彦
（63）

<平成30年4月>
法学士

兼担 教授

吉目木　晴彦
（64）

<平成30年4月>
法学士

日本の文学Ａ 日本の文学Ａ 日本の文学Ａ、日本の文学Ｂ 日本の文学Ａ、日本の文学Ｂ 日本の文学Ａ、日本の文学Ｂ

兼担 教授

吉目木　晴彦
（61）

<平成30年4月>
法学士

兼担 教授

吉目木　晴彦
（61）

<平成30年4月>
法学士

兼担 教授

吉目木　晴彦
（62）

<平成30年4月>
法学士

からだの科学Ｂ

兼担 教授

杉本　由美
（61）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

森本　金次郎
（63）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担 教授

森本　金次郎
（64）

<平成30年4月>
博士（薬学）

生命の科学Ａ 生命の科学Ａ 生命の科学Ａ 生命の科学Ａ 生命の科学Ａ

兼担 教授

森本　金次郎
（61）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担 教授

森本　金次郎
（61）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担 教授

森本　金次郎
（62）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担 教授

友末　亮三
（63）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

友末　亮三
（64）

<平成30年4月>
博士（学術）

からだの科学Ａ、健康スポーツ
Ｂ、健康スポーツＣ

からだの科学Ａ、健康スポーツ
Ｂ、健康スポーツＣ

からだの科学Ａ、健康スポーツ
Ｂ、健康スポーツＣ

からだの科学Ａ、健康スポーツ
Ｂ、健康スポーツＣ

からだの科学Ａ、健康スポーツ
Ｂ、健康スポーツＣ

兼担 教授

友末　亮三
（61）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

友末　亮三
（61）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

友末　亮三
（62）

<平成30年4月>
博士（学術）

現代のビジネスＢ 現代のビジネスＢ

兼担 教授

垰本　一雄
（61）

<平成30年4月>
博士（マネジメント）

兼担 教授

垰本　一雄
（61）

<平成30年4月>
博士（マネジメント）

兼担 教授

青木　順子
（63）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

兼担 教授

青木　順子
（64）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

異文化理解Ａ 異文化理解Ａ 異文化理解Ａ 異文化理解Ａ 異文化理解Ａ

兼担 教授

青木　順子
（61）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

兼担 教授

青木　順子
（61）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

兼担 教授

青木　順子
（62）

<平成30年4月>
Ph.D（米国）

兼担 教授

藤村　猛
（64）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

藤村　猛
（65）

<平成30年4月>
文学修士

日本の文学Ａ、日本の文学Ｂ 日本の文学Ａ、日本の文学Ｂ 日本の文学Ａ、日本の文学Ｂ 日本の文学Ａ、日本の文学Ｂ 日本の文学Ａ、日本の文学Ｂ

兼担 教授

藤村　猛
（62）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

藤村　猛
（62）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

藤村　猛
（63）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

箱田　雅之
（64）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

箱田　雅之
（65）

<平成30年4月>
医学博士

生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ

兼担 教授

箱田　雅之
（62）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

箱田　雅之
（62）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

箱田　雅之
（63）

<平成30年4月>
医学博士

兼担 教授

森岡　文泉
（64）

<平成30年4月>
博士（商学）

兼担 教授

森岡　文泉
（65）

<平成30年4月>
博士（商学）

現代社会と人間Ａ、現代社会と
人間Ｂ、中国文化語学演習、中
国語コミュニケーションⅠ、中
国語コミュニケーションⅡ、中
国語コミュニケーションⅢ、中

国語コミュニケーションⅣ

現代社会と人間Ａ、現代社会と
人間Ｂ、中国文化語学演習、中
国語コミュニケーションⅠ、中
国語コミュニケーションⅡ、中
国語コミュニケーションⅢ、中

国語コミュニケーションⅣ

現代社会と人間Ａ、現代社会と
人間Ｂ、世界の歴史と文化Ａ、
中国文化語学演習、中国語コ
ミュニケーションⅠ、中国語コ
ミュニケーションⅡ、中国語コ
ミュニケーションⅢ、中国語コ
ミュニケーションⅣ

現代社会と人間Ａ、現代社会と人
間Ｂ、世界の歴史と文化Ａ、中
国文化語学演習、中国語コミュニ
ケーションⅠ、中国語コミュニ
ケーションⅡ、中国語コミュニ
ケーションⅢ、中国語コミュニ
ケーションⅣ

現代社会と人間Ａ、現代社会と人
間Ｂ、世界の歴史と文化Ａ、中
国文化語学演習、中国語コミュニ
ケーションⅠ、中国語コミュニ
ケーションⅡ、中国語コミュニ
ケーションⅢ、中国語コミュニ
ケーションⅣ

兼担 教授

森岡　文泉
（62）

<平成30年4月>
博士（商学）

兼担 教授

森岡　文泉
（62）

<平成30年4月>
博士（商学）

兼担 教授

森岡　文泉
（63）

<平成30年4月>
博士（商学）

兼担 教授

池田　智子
（64）

<平成30年4月>
博士（心理学）

兼担 教授

池田　智子
（65）

<平成30年4月>
博士（心理学）

心理学概論Ⅰ、心理学概論Ⅱ、
学習心理学

心理学概論Ⅰ、心理学概論Ⅱ、
学習心理学

心理学概論Ⅰ、心理学概論Ⅱ、
学習心理学

心理学概論Ⅰ、心理学概論Ⅱ、学
習心理学

心理学概論Ⅰ、心理学概論Ⅱ、学
習心理学、家族心理学

兼担 教授

池田　智子
（62）

<平成30年4月>
博士（心理学）

兼担 教授

池田　智子
（62）

<平成30年4月>
博士（心理学）

兼担 教授

池田　智子
（63）

<平成30年4月>
博士（心理学）

生命の科学Ｃ

兼担 教授

井上　幸江
（63）

<平成30年4月>
医学博士

生活の科学Ａ

兼担 教授

鳥井　葉子
（63）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

岩田　高明
（65）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

岩田　高明
（66）

<平成30年4月>
博士（文学）

人間形成の科学Ａ 人間形成の科学Ａ 人間形成の科学Ａ 人間形成の科学Ａ 人間形成の科学Ａ

兼担 教授

岩田　高明
（63）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

岩田　高明
（63）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

岩田　高明
（64）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

畑井　淳一
（66）

<平成30年4月>
M.A.

(Education,Applied
Linguistics)
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

兼担 教授

畑井　淳一
（67）

<平成30年4月>
M.A.

(Education,Applied
Linguistics)
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

異文化理解Ａ、英語リーディン
グⅠ

異文化理解Ａ、英語リーディン
グⅠ

異文化理解Ａ、英語リーディン
グⅠ

異文化理解Ａ、英語リーディング
Ⅰ

異文化理解Ａ、英語リーディング
Ⅰ

兼担 教授

畑井　淳一
（64）

<平成30年4月>
M.A.

(Education,Applied
Linguistics)
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

兼担 教授

畑井　淳一
（64）

<平成30年4月>
M.A.

(Education,Applied
Linguistics)
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

兼担 教授

畑井　淳一
（65）

<平成30年4月>
M.A.

(Education,Applied
Linguistics)
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)
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専任・
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兼担 教授

水谷　昌義
（56）

<平成30年4月>
博士（工学）

兼担 教授

水谷　昌義
（57）

<平成30年4月>
博士（工学）

21世紀の経済Ｂ 21世紀の経済Ｂ 21世紀の経済Ｂ 21世紀の経済Ｂ 21世紀の経済Ｂ

兼担 教授

水谷　昌義
（54）

<平成30年4月>
博士（工学）

兼担 教授

水谷　昌義
（54）

<平成30年4月>
博士（工学）

兼担 教授

水谷　昌義
（55）

<平成30年4月>
博士（工学）

兼担 教授

古瀨　雅義
（57）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

古瀨　雅義
（58）

<平成30年4月>
博士（文学）

日本の文学Ａ 日本の文学Ａ 日本の文学Ａ 日本の文学Ａ 日本の文学Ａ

兼担 教授

古瀨　雅義
（55）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

古瀨　雅義
（55）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

古瀨　雅義
（56）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

山下　明博
（59）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

山下　明博
（60）

<平成30年4月>
博士（学術）

国際協力Ｂ
国際協力Ｂ、インターンシッ

プ、異文化理解Ａ、現代社会と
人間Ａ

国際協力Ｂ、インターンシッ
プ、異文化理解Ａ、現代社会と
人間Ａ、人間論Ｂ

国際協力Ｂ、インターンシッ
プ、異文化理解Ａ、現代社会と
人間Ａ、人間論Ｂ、自然科学の
世界Ａ

国際協力Ｂ、インターンシッ
プ、異文化理解Ａ、現代社会と
人間Ａ、人間論Ｂ、自然科学の
世界Ａ

兼担 教授

山下　明博
（57）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

山下　明博
（57）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

山下　明博
（58）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担 教授

髙口　圭轉
（59）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

髙口　圭轉
（60）

<平成30年4月>
博士（文学）

ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ

兼担 教授

髙口　圭轉
（57）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

髙口　圭轉
（57）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

髙口　圭轉
（58）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 教授

谷口　邦彦
（59）

<平成30年4月>
芸術学修士

兼担 教授

谷口　邦彦
（60）

<平成30年4月>
芸術学修士

芸術Ｂ 芸術Ｂ 芸術Ｂ 芸術Ｂ 芸術Ｂ

兼担 教授

谷口　邦彦
（57）

<平成30年4月>
芸術学修士

兼担 教授

谷口　邦彦
（57）

<平成30年4月>
芸術学修士

兼担 教授

谷口　邦彦
（58）

<平成30年4月>
芸術学修士

兼担 教授

戸井(鈴木)佳奈子
（59）

<平成30年4月>
博士(経済学)

兼担 教授

戸井(鈴木)佳奈子
（60）

<平成30年4月>
博士(経済学)

21世紀の経済Ａ、現代社会と政
治Ａ、現代社会と政治Ｂ、経済

学

21世紀の経済Ａ、現代社会と政
治Ａ、現代社会と政治Ｂ、経済

学

21世紀の経済Ａ、現代社会と政
治Ａ、現代社会と政治Ｂ、経済
学

21世紀の経済Ａ、現代社会と政治
Ａ、現代社会と政治Ｂ、経済学

21世紀の経済Ａ、現代社会と政治
Ａ、現代社会と政治Ｂ、経済学

兼担 教授

戸井(鈴木)佳奈子
（57）

<平成30年4月>
博士(経済学)

兼担 教授

戸井(鈴木)佳奈子
（57）

<平成30年4月>
博士(経済学)

兼担 教授

戸井(鈴木)佳奈子
（58）

<平成30年4月>
博士(経済学)

兼担 教授

澤田　英三
（59）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

澤田　英三
（60）

<平成30年4月>
文学修士

発達心理学Ⅰ 人間論Ａ、発達心理学Ⅰ 人間論Ａ、発達心理学Ⅰ 人間論Ａ、発達心理学Ⅰ 人間論Ａ、発達心理学Ⅰ

兼担 教授

澤田　英三
（57）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

澤田　英三
（57）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

澤田　英三
（58）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

内田　誠一
（60）

<平成30年4月>
文学博士

兼担 教授

内田　誠一
（61）

<平成30年4月>
文学博士

世界の文学Ａ 世界の文学Ａ 世界の文学Ａ 世界の文学Ａ 世界の文学Ａ

兼担 教授

内田　誠一
（58）

<平成30年4月>
文学博士

兼担 教授

内田　誠一
（58）

<平成30年4月>
文学博士

兼担 教授

内田　誠一
（59）

<平成30年4月>
文学博士

兼担 教授

田村　聡一郎
（60）

<平成30年4月>
博士（医学）

兼担 教授

田村　聡一郎
（61）

<平成30年4月>
博士（医学）

情報の科学 情報の科学 情報の科学 情報の科学 情報の科学

兼担 教授

田村　聡一郎
（58）

<平成30年4月>
博士（医学）

兼担 教授

田村　聡一郎
（58）

<平成30年4月>
博士（医学）

兼担 教授

田村　聡一郎
（59）

<平成30年4月>
博士（医学）

兼担 教授

大山　義彦
（60）

<平成30年4月>
理学博士

兼担 教授

大山　義彦
（61）

<平成30年4月>
理学博士

自然科学の世界Ｂ
自然科学の世界Ｂ、基礎化学演

習
自然科学の世界Ｂ、基礎化学演
習

自然科学の世界Ｂ、基礎化学演習 自然科学の世界Ｂ、基礎化学演習

兼担 教授

大山　義彦
（58）

<平成30年4月>
理学博士

兼担 教授

大山　義彦
（58）

<平成30年4月>
理学博士

兼担 教授

大山　義彦
（59）

<平成30年4月>
理学博士

兼担 教授

橋本　正継
（60）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

橋本　正継
（61）

<平成30年4月>
教育学修士

数学の世界 数学の世界 数学の世界 数学の世界 数学の世界

兼担 教授

橋本　正継
（58）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

橋本　正継
（58）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

橋本　正継
（59）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

染岡　慎一
（61）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

染岡　慎一
（62）

<平成30年4月>
教育学修士

情報の科学 情報の科学 情報の科学 情報の科学 情報の科学

兼担 教授

染岡　慎一
（59）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

染岡　慎一
（59）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

染岡　慎一
（60）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担
准教
授

竹本　知行
（48）

＜令和3年4月＞
博士（政治学）

政治と社会

兼担 教授

藤原　逸樹
（61）

<平成30年4月>
博士（教育学）

兼担 教授

藤原　逸樹
（61）

<平成30年4月>
博士（教育学）

兼任 講師

藤原　逸樹
（62）

<平成30年4月>
博士（教育学）

兼任 講師

藤原　逸樹
（63）

<平成30年4月>
博士（教育学）

兼任 講師

藤原　逸樹
（64）

<平成30年4月>
博士（教育学）

芸術Ａ 芸術Ａ 芸術Ａ 芸術Ａ 芸術Ａ

兼担 教授

西　博行
（62）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

西　博行
（63）

<平成30年4月>
薬学博士

自然科学の世界Ｂ 自然科学の世界Ｂ 自然科学の世界Ｂ 自然科学の世界Ｂ 自然科学の世界Ｂ

兼担 教授

西　博行
（60）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

西　博行
（60）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

西　博行
（61）

<平成30年4月>
薬学博士

兼担 教授

生中　雅也
（62）

<平成30年4月>
農学博士

兼担 教授

生中　雅也
（63）

<平成30年4月>
農学博士

自然科学の世界Ａ 自然科学の世界Ａ 自然科学の世界Ａ 自然科学の世界Ａ 自然科学の世界Ａ

兼担 教授

生中　雅也
（60）

<平成30年4月>
農学博士

兼担 教授

生中　雅也
（60）

<平成30年4月>
農学博士

兼担 教授

生中　雅也
（61）

<平成30年4月>
農学博士
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兼任　
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専任・
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兼任　
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職名

氏　　名
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保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼担
准教
授

西原　明史
（54）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担
准教
授

西原　明史
（55）

<平成30年4月>
教育学修士

世界の歴史と文化Ｂ 世界の歴史と文化Ｂ 世界の歴史と文化Ｂ 世界の歴史と文化Ｂ 世界の歴史と文化Ｂ

兼担
准教
授

西原　明史
（52）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担
准教
授

西原　明史
（52）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担
准教
授

西原　明史
（53）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

川岸　克己
（55）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

川岸　克己
（56）

<平成30年4月>
文学修士

ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ ことばの世界Ａ

兼担
准教
授

川岸　克己
（53）

<平成30年4月>
文学修士

兼担
准教
授

川岸　克己
（53）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

川岸　克己
（54）

<平成30年4月>
文学修士

兼担
准教
授

西(後藤)まゆみ
（56）

<平成30年4月>
文学修士

兼担
准教
授

西(後藤)まゆみ
（57）

<平成30年4月>
文学修士

現代社会と人間Ｂ、カウンセリ
ング心理学

現代社会と人間Ｂ、カウンセリ
ング心理学

現代社会と人間Ｂ、カウンセリ
ング心理学

現代社会と人間Ｂ、カウンセリン
グ心理学

現代社会と人間Ｂ、カウンセリン
グ心理学

兼担
准教
授

西(後藤)まゆみ
（54）

<平成30年4月>
文学修士

兼担
准教
授

西(後藤)まゆみ
（54）

<平成30年4月>
文学修士

兼担
准教
授

西(後藤)まゆみ
（55）

<平成30年4月>
文学修士

兼担 教授

三宅　英文
（56）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

三宅　英文
（57）

<平成30年4月>
教育学修士

人間論Ｂ
人間論Ｂ、

現代社会と人間Ａ
人間論Ｂ、現代社会と人間Ａ、
ことばの世界Ａ

人間論Ｂ、現代社会と人間Ａ、
ことばの世界Ａ

人間論Ｂ、現代社会と人間Ａ、
ことばの世界Ａ

兼担
准教
授

三宅　英文
（54）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担
准教
授

三宅　英文
（54）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担 教授

三宅　英文
（55）

<平成30年4月>
教育学修士

兼担
准教
授

宮岸　哲也
（56）

<平成30年4月>
博士（言語文化学）

兼担 教授

宮岸　哲也
（57）

<平成30年4月>
博士（言語文化学）

現代社会と人間Ａ
現代社会と人間Ａ、
世界の歴史と文化Ａ

現代社会と人間Ａ、
世界の歴史と文化Ａ

現代社会と人間Ａ、
世界の歴史と文化Ａ

現代社会と人間Ａ、
世界の歴史と文化Ａ

兼担
准教
授

宮岸　哲也
（54）

<平成30年4月>
博士（言語文化学）

兼担
准教
授

宮岸　哲也
（54）

<平成30年4月>
博士（言語文化学）

兼担
准教
授

宮岸　哲也
（55）

<平成30年4月>
博士（言語文化学）

兼担
准教
授

北原　アンドレア
（58）

<令和2年4月>
修士（日本語学）

兼担
准教
授

北原　アンドレア
（59）

<令和2年4月>
修士（日本語学）

日本の歴史と文化Ａ 日本の歴史と文化Ａ

兼担
准教
授

門田　恭子
（58）

<平成30年4月>
文学士

兼担
准教
授

門田　恭子
（59）

<平成30年4月>
文学士

英語リーディングⅠ、現代のビ
ジネスＡ、北米文化語学演習

英語リーディングⅠ、現代のビ
ジネスＡ、北米文化語学演習

英語リーディングⅠ、現代のビ
ジネスＡ、北米文化語学演習

英語リーディングⅠ、現代のビジ
ネスＡ、北米文化語学演習

英語リーディングⅠ、現代のビジ
ネスＡ、北米文化語学演習

兼担
准教
授

門田　恭子
（56）

<平成30年4月>
文学士

兼担
准教
授

門田　恭子
（56）

<平成30年4月>
文学士

兼担
准教
授

門田　恭子
（57）

<平成30年4月>
文学士

兼担 教授

西村　基弘
（58）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担 教授

西村　基弘
（59）

<平成30年4月>
博士（薬学）

生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ

兼担
准教
授

西村　基弘
（56）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担
准教
授

西村　基弘
（56）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担 教授

西村　基弘
（57）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担 教授

宮﨑　久美子
（61）

<平成30年4月>
看護学修士

兼担 教授

宮﨑　久美子
（62）

<平成30年4月>
看護学修士

生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ 生命の科学Ｂ

兼担
准教
授

宮﨑　久美子
（59）

<平成30年4月>
看護学修士

兼担
准教
授

宮﨑　久美子
（59）

<平成30年4月>
看護学修士

兼担
准教
授

宮﨑　久美子
（60）

<平成30年4月>
看護学修士

ことばの世界Ｂ

兼担
准教
授

田辺　尚子
（59）

<平成30年4月>
M.A.（ｵｰｽﾄﾗﾘｱ）

生命の科学Ａ、基礎化学演習

兼担
准教
授

玉井　幸恵
（60）

<平成30年4月>
薬学博士

兼任 講師

濱本(西村)サト子
（63）

<平成30年4月>
M.A.（米国）

異文化理解Ａ 異文化理解Ａ 異文化理解Ａ 異文化理解Ａ

兼担
准教
授

濱本(西村)サト子
（61）

<平成30年4月>
M.A.（米国）

兼担
准教
授

濱本(西村)サト子
（61）

<平成30年4月>
M.A.（米国）

兼担
准教
授

濱本(西村)サト子
（62）

<平成30年4月>
M.A.（米国）

兼担 教授

金坂　弥起
（54）

<令和2年4月>
修士（教育心理学）

兼担 教授

金坂　弥起
（55）

<令和2年4月>
修士（教育心理学）

臨床心理学Ⅰ 臨床心理学Ⅰ

兼担 教授

島田　大助
（56）

<平成31年4月>
博士（文学）

兼担 教授

島田　大助
（57）

<平成31年4月>
博士（文学）

日本の文学Ａ 日本の文学Ａ 日本の文学Ａ

兼担 教授

島田　大助
（55）

<平成31年4月>
博士（文学）

兼担 教授

星田　剛
（56）

<平成31年4月>
経営学修士（MBA）

兼担 教授

星田　剛
（57）

<平成31年4月>
経営学修士（MBA）

現代のビジネスＢ 現代のビジネスＢ 現代のビジネスＢ

兼担 教授

星田　剛
（55）

<平成31年4月>
経営学修士（MBA）

兼担 教授

宇治　雅代
（53）

<平成31年4月>
博士（医学）

兼担 教授

宇治　雅代
（54）

<平成31年4月>
博士（医学）

こころの科学Ａ こころの科学Ａ こころの科学Ａ

兼担 教授

宇治　雅代
（52）

<平成31年4月>
博士（医学）
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兼任　
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専任・

職名

兼任　

担当授業科目名
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氏　　名
（年　齢）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼担
准教
授

Sak Taras Alexander
（48）

<平成30年4月>
Ph.D(米国)

兼担
准教
授

Sak Taras Alexander
（49）

<平成30年4月>
Ph.D(米国)

世界の文学Ｂ、異文化理解Ａ
世界の文学Ｂ、異文化理解Ａ、

世界の文学Ａ
世界の文学Ｂ、異文化理解Ａ、
世界の文学Ａ

世界の文学Ｂ、異文化理解Ａ、世
界の文学Ａ

世界の文学Ｂ、異文化理解Ａ、世
界の文学Ａ

兼担
准教
授

Sak Taras Alexander
（46）

<平成30年4月>
Ph.D(米国)

兼担
准教
授

Sak Taras Alexander
（46）

<平成30年4月>
Ph.D(米国)

兼担
准教
授

Sak Taras Alexander
（47）

<平成30年4月>
Ph.D(米国)

兼担
准教
授

小川　麻里
（48）

<平成30年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

小川　麻里
（49）

<平成30年4月>
博士（理学）

環境の科学Ｂ 環境の科学Ｂ 環境の科学Ｂ 環境の科学Ｂ 環境の科学Ｂ

兼担
准教
授

小川　麻里
（46）

<平成30年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

小川　麻里
（46）

<平成30年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

小川　麻里
（47）

<平成30年4月>
博士（理学）

兼担
准教
授

近藤　慎一
（50）

<平成30年4月>
博士（ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ）

兼担
准教
授

近藤　慎一
（51）

<平成30年4月>
博士（ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ）

生命の科学Ａ 生命の科学Ａ 生命の科学Ａ 生命の科学Ａ 生命の科学Ａ

兼担
准教
授

近藤　慎一
（48）

<平成30年4月>
博士（ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ）

兼担
准教
授

近藤　慎一
（48）

<平成30年4月>
博士（ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ）

兼担
准教
授

近藤　慎一
（49）

<平成30年4月>
博士（ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ）

兼担
准教
授

宮川(上船)博恵
（50）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

宮川(上船)博恵
（51）

<平成30年4月>
博士（学術）

生活の科学Ａ 生活の科学Ａ 生活の科学Ａ 生活の科学Ａ 生活の科学Ａ

兼担
准教
授

宮川(上船)博恵
（48）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

宮川(上船)博恵
（48）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

宮川(上船)博恵
（49）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

西村　則久
（51）

<平成30年4月>
修士（政策・ﾒﾃﾞｨｱ）

兼担
准教
授

西村　則久
（52）

<平成30年4月>
修士（政策・ﾒﾃﾞｨｱ）

情報の科学 情報の科学 情報の科学 情報の科学 情報の科学

兼担
准教
授

西村　則久
（49）

<平成30年4月>
修士（政策・ﾒﾃﾞｨｱ）

兼担
准教
授

西村　則久
（49）

<平成30年4月>
修士（政策・ﾒﾃﾞｨｱ）

兼担
准教
授

西村　則久
（50）

<平成30年4月>
修士（政策・ﾒﾃﾞｨｱ）

兼担
准教
授

山川　健一
（51）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

山川　健一
（52）

<平成30年4月>
修士（教育学）

ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ ことばの世界Ｂ

兼担
准教
授

山川　健一
（49）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

山川　健一
（49）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

山川　健一
（50）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

平本　哲嗣
（51）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

平本　哲嗣
（52）

<平成30年4月>
修士（教育学）

現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ 現代社会と人間Ｂ

兼担
准教
授

平本　哲嗣
（49）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

平本　哲嗣
（49）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

平本　哲嗣
（50）

<平成30年4月>
修士（教育学）

環境の科学Ｂ 環境の科学Ｂ

兼担
准教
授

八木　秀文
（50）

<平成30年4月>
修士(教育学)

兼担
准教
授

八木　秀文
（50）

<平成30年4月>
修士(教育学)

現代社会と人間Ａ 現代社会と人間Ａ

兼担
准教
授

大友　達也
（51）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

大友　達也
（51）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担
准教
授

立花　知香
（53）

<平成30年4月>
博士（芸術学）

兼担
准教
授

立花　知香
（54）

<平成30年4月>
博士（芸術学）

現代のビジネスＡ 現代のビジネスＡ 現代のビジネスＡ 現代のビジネスＡ 現代のビジネスＡ

兼担
准教
授

立花　知香
（51）

<平成30年4月>
博士（芸術学）

兼担
准教
授

立花　知香
（51）

<平成30年4月>
博士（芸術学）

兼担
准教
授

立花　知香
（52）

<平成30年4月>
博士（芸術学）

兼担
准教
授

山本　文枝
（53）

<平成30年4月>
修士（心理学）

兼担
准教
授

山本　文枝
（54）

<平成30年4月>
修士（心理学）

こころの科学Ｂ、臨床心理学演
習、生理心理学、対人関係論

こころの科学Ｂ、臨床心理学演
習、生理心理学、対人関係論

こころの科学Ｂ、臨床心理学演
習、生理心理学、対人関係論

こころの科学Ｂ、臨床心理学演
習、生理心理学、対人関係論

こころの科学Ｂ、臨床心理学演
習、生理心理学、対人関係論

兼担
准教
授

山本　文枝
（51）

<平成30年4月>
修士（心理学）

兼担
准教
授

山本　文枝
（51）

<平成30年4月>
修士（心理学）

兼担
准教
授

山本　文枝
（52）

<平成30年4月>
修士（心理学）

兼担
准教
授

R.R.P.Gabbrielli
（53）

<平成30年4月>
Ph.D（ｵﾗﾝﾀﾞ）

兼担
准教
授

R.R.P.Gabbrielli
（54）

<平成30年4月>
Ph.D（ｵﾗﾝﾀﾞ）

異文化理解Ａ 異文化理解Ａ 異文化理解Ａ 異文化理解Ａ 異文化理解Ａ

兼担
准教
授

R.R.P.Gabbrielli
（51）

<平成30年4月>
Ph.D（ｵﾗﾝﾀﾞ）

兼担
准教
授

R.R.P.Gabbrielli
（51）

<平成30年4月>
Ph.D（ｵﾗﾝﾀﾞ）

兼担
准教
授

R.R.P.Gabbrielli
（52）

<平成30年4月>
Ph.D（ｵﾗﾝﾀﾞ）

兼担
准教
授

八城　年伸
（54）

<平成30年4月>
修士（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

兼担
准教
授

八城　年伸
（55）

<平成30年4月>
修士（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

情報の科学 情報の科学 情報の科学 情報の科学 情報の科学

兼担
准教
授

八城　年伸
（52）

<平成30年4月>
修士（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

兼担
准教
授

八城　年伸
（52）

<平成30年4月>
修士（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

兼担
准教
授

八城　年伸
（53）

<平成30年4月>
修士（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）

現代のビジネスＡ 現代のビジネスＡ

兼担
准教
授

小熊　英国
（52）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

小熊　英国
（52）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

稲垣　昌宣
（54）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担 教授

稲垣　昌宣
（55）

<平成30年4月>
博士（薬学）

自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ 自然科学の世界Ｃ

兼担
准教
授

稲垣　昌宣
（52）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担
准教
授

稲垣　昌宣
（52）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担
准教
授

稲垣　昌宣
（53）

<平成30年4月>
博士（薬学）

兼担 教授

西川ひろ子(宏子)
（54）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担 教授

西川ひろ子(宏子)
（55）

<平成30年4月>
修士（教育学）

人間形成の科学Ｂ 人間形成の科学Ｂ 人間形成の科学Ｂ 人間形成の科学Ｂ 人間形成の科学Ｂ

兼担
准教
授

西川ひろ子(宏子)
（52）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担 教授

西川ひろ子(宏子)
（52）

<平成30年4月>
修士（教育学）

兼担 教授

西川ひろ子(宏子)
（53）

<平成30年4月>
修士（教育学）
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の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任 講師

浅尾　哲三
（69）

<平成30年4月>
工学士

兼任 講師

浅尾　哲三
（70）

<平成30年4月>
工学士

日本の歴史と文化Ｂ 日本の歴史と文化Ｂ
日本の歴史と文化Ｂ、日本の文
学Ａ

日本の歴史と文化Ｂ、日本の文学
Ａ

日本の歴史と文化Ｂ、日本の文学
Ａ

兼任 講師

浅尾　哲三
（67）

<平成30年4月>
工学士

兼任 講師

浅尾　哲三
（67）

<平成30年4月>
工学士

兼任 講師

浅尾　哲三
（68）

<平成30年4月>
工学士

兼任 講師

高口ｺｰﾂ ｸﾘｽﾃｨｰﾇ
（70）

<平成30年4月>
B.A. (英国）

兼任 講師

高口ｺｰﾂ ｸﾘｽﾃｨｰﾇ
（71）

<平成30年4月>
B.A. (英国）

英語コミュニケーションⅠ、英
語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、英語コ

ミュニケーションⅣ

英語コミュニケーションⅠ、英
語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、英語コ

ミュニケーションⅣ

英語コミュニケーションⅠ、英
語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、英語コ
ミュニケーションⅣ

英語コミュニケーションⅠ、英語
コミュニケーションⅡ、英語コ
ミュニケーションⅢ、英語コミュ
ニケーションⅣ

英語コミュニケーションⅠ、英語
コミュニケーションⅡ、英語コ
ミュニケーションⅢ、英語コミュ
ニケーションⅣ

兼任 講師

高口ｺｰﾂ ｸﾘｽﾃｨｰﾇ
（68）

<平成30年4月>
B.A. (英国）

兼任 講師

高口ｺｰﾂ ｸﾘｽﾃｨｰﾇ
（68）

<平成30年4月>
B.A. (英国）

兼任 講師

高口ｺｰﾂ ｸﾘｽﾃｨｰﾇ
（69）

<平成30年4月>
B.A. (英国）

兼任 講師

倉重　博史
（70）

<平成30年4月>
工学士

兼任 講師

倉重　博史
（71）

<平成30年4月>
工学士

職と食－パティシエ実習 職と食－パティシエ実習 職と食－パティシエ実習 職と食－パティシエ実習 職と食－パティシエ実習

兼任 講師

倉重　博史
（68）

<平成30年4月>
工学士

兼任 講師

倉重　博史
（68）

<平成30年4月>
工学士

兼任 講師

倉重　博史
（69）

<平成30年4月>
工学士

兼任 講師

加藤　雅春
（70）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

加藤　雅春
（71）

<平成30年4月>
教育学士

基礎数学演習 基礎数学演習 基礎数学演習 基礎数学演習 基礎数学演習

兼任 講師

加藤　雅春
（68）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

加藤　雅春
（68）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

加藤　雅春
（69）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

武藤　大司
（53）

<平成31年4月>
修士（社会福祉学）

人間形成の科学Ｂ 人間形成の科学Ｂ

兼任 講師

武藤　大司
（52）

<平成31年4月>
修士（社会福祉学）

芸術Ａ 芸術Ａ 芸術Ａ

兼任 講師

粟村　眞久
（68）

<平成30年4月>
音楽修士

兼任 講師

粟村　眞久
（68）

<平成30年4月>
音楽修士

兼任 講師

粟村　眞久
（69）

<平成30年4月>
音楽修士

フランス語コミュニケーション
Ⅰ、フランス語コミュニケー

ションⅡ

フランス語コミュニケーション
Ⅰ、フランス語コミュニケー

ションⅡ

兼任 講師

小笠原　洋子
（76）

<平成30年4月>
修士（文学）

兼任 講師

小笠原　洋子
（76）

<平成30年4月>
修士（文学）

基礎社会演習 基礎社会演習 基礎社会演習

兼任 講師

椎木　克彦
（77）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

椎木　克彦
（77）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

椎木　克彦
（78）

<平成30年4月>
教育学士

兼担 助教

平野ミッシェル
平野　ミッシェル

(Hirano Michelle Louise
Kuhn)
（35）

<平成31年4月>
博士（文学）

兼担 助教

平野ミッシェル
平野　ミッシェル

(Hirano Michelle Louise
Kuhn)
（36）

<平成31年4月>
博士（文学）

日本の文学Ｂ 日本の文学Ｂ 日本の文学Ｂ

兼担 助教

Ｍ.Ｋuhn
（34）

<平成31年4月>
博士（文学）

兼担 助教

岡本　由恵
（53）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼任 講師

岡本　由恵
（54）

<平成30年4月>
博士（文学）

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼担 助教

岡本　由恵
（51）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 助教

岡本　由恵
（51）

<平成30年4月>
博士（文学）

兼担 助教

岡本　由恵
（52）

<平成30年4月>
博士（文学）

英語リーディングⅠ
インターンシップ、英語リー

ディングⅠ
インターンシップ、英語リー
ディングⅠ

兼担 講師

時任　芳昭
（63）

<平成30年4月>
Associate of Arts（米国）

兼担 講師

時任　芳昭
（63）

<平成30年4月>
Associate of Arts（米国）

兼担 講師

時任　芳昭
（64）

<平成30年4月>
Associate of Arts（米国）

兼担
准

教授

齋藤　大輔
（46）

<令和2年4月>
博士 (医学)

兼担
准

教授

齋藤　大輔
（47）

<令和2年4月>
博士 (医学)

生理心理学 生理心理学

兼担
准

教授

土井　徹
（57）

<令和2年4月>
博士（教育学）

兼担
准

教授

土井　徹
（58）

<令和2年4月>
博士（教育学）

基礎理科演習 基礎理科演習

兼担
准教
授

藤原　裕弥
（44）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

藤原　裕弥
（45）

<平成30年4月>
博士（学術）

こころの科学Ａ、感情心理学、
健康心理学、ストレスマネジメ

ント論

こころの科学Ａ、感情心理学、
健康心理学、ストレスマネジメ

ント論

こころの科学Ａ、感情心理学、
健康心理学、ストレスマネジメ
ント論

こころの科学Ａ、感情心理学、健
康心理学、ストレスマネジメント
論

こころの科学Ａ、感情心理学、健
康心理学、ストレスマネジメント
論

兼担
准教
授

藤原　裕弥
（42）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

藤原　裕弥
（42）

<平成30年4月>
博士（学術）

兼担
准教
授

藤原　裕弥
（43）

<平成30年4月>
博士（学術）

日本の歴史と文化Ａ 日本の歴史と文化Ａ 日本の歴史と文化Ａ

兼担
准教
授

高木　久史
（44）

<平成30年4月>
博士(学術)

兼担
准教
授

高木　久史
（44）

<平成30年4月>
博士(学術)

兼担
准教
授

高木　久史
（45）

<平成30年4月>
博士(学術)
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の別　 の別　の別　の別　の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任 講師

D.Clayton
（61）

＜平成29年４月＞
Post Graduate Certificate

(教育専攻）
兼任 講師

D.Clayton
（62）

＜平成29年４月＞
Post Graduate Certificate

(教育専攻）

英語ライティングⅠ、英語コ
ミュニケーションⅢ、英語コ
ミュニケーションⅣ

英語ライティングⅠ、英語コ
ミュニケーションⅢ、英語コ
ミュニケーションⅣ

英語ライティングⅠ、英語コ
ミュニケーションⅢ、英語コ
ミュニケーションⅣ

英語ライティングⅠ、英語コ
ミュニケーションⅢ、英語コ
ミュニケーションⅣ

兼任 講師

D.Clayton
（59）

＜平成29年４月＞
Post Graduate Certificate

(教育専攻）
兼任 講師

D.Clayton
（60）

＜平成29年４月＞
Post Graduate Certificate

(教育専攻）

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼任 講師

八島　等
（57）

＜平成29年４月＞
教育学修士

兼任 講師

田中　久男
（74）

＜平成29年４月＞
文学修士

兼任 講師

田中　久男
（75）

＜平成29年４月＞
文学修士

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼任 講師

田中　久男
（72）

＜平成29年４月＞
文学修士

兼任 講師

田中　久男
（73）

＜平成29年４月＞
文学修士

兼任 講師

坂本　真実子
（38）

＜平成29年４月＞
修士取得(翻訳学)

兼任 講師

坂本　真実子
（39）

＜平成29年４月＞
修士取得(翻訳学)

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼任 講師

坂本　真実子
（36）

＜平成29年４月＞
修士取得(翻訳学)

兼任 講師

坂本　真実子
（37）

＜平成29年４月＞
修士取得(翻訳学)

現代社会と政治Ｂ

兼任 講師

友岡　真彦
（33）

＜平成29年４月＞
学士

兼任 講師

桒原　涼子
（39）

<平成30年4月>
修士（人間文化学）

兼任 講師

桒原　涼子
（40）

<平成30年4月>
修士（人間文化学）

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理

基礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理

基礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理
基礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理基
礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理基
礎Ⅳ

兼任 講師

桒原　涼子
（37）

<平成30年4月>
修士（人間文化学）

兼任 講師

桒原　涼子
（37）

<平成30年4月>
修士（人間文化学）

兼任 講師

桒原　涼子
（38）

<平成30年4月>
修士（人間文化学）

兼任 講師

村田　昭子
（46）

<平成30年4月>
文学士

兼任 講師

村田　昭子
（47）

<平成30年4月>
文学士

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理

基礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理

基礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理
基礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理基
礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理基
礎Ⅳ

兼任 講師

村田　昭子
（44）

<平成30年4月>
文学士

兼任 講師

村田　昭子
（44）

<平成30年4月>
文学士

兼任 講師

村田　昭子
（45）

<平成30年4月>
文学士

英語コミュニケーションⅠ、英
語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、英語コ
ミュニケーションⅣ英語コミュ

ニケーションⅣ

兼任 講師

Williams David
（44）

<平成30年4月>
M.A.(カナダ)

兼任 講師

七ッ河(田中)由里子
（46）

<平成30年4月>
修士(文学)

兼任 講師

七ッ河(田中)由里子
（47）

<平成30年4月>
修士(文学)

英語リーディングⅡ
英語リーディングⅠ、英語リー

ディングⅡ
英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼任 講師

七ッ河(田中)由里子
（44）

<平成30年4月>
修士(文学)

兼任 講師

七ッ河(田中)由里子
（44）

<平成30年4月>
修士(文学)

兼任 講師

七ッ河(田中)由里子
（45）

<平成30年4月>
修士(文学)

英語ライティングⅠ、英語ライ
ティングⅡ

兼任 講師

Lee　David
（44）

<平成30年4月>
M.A.（英国）

兼任 講師

Andrew R.Lightfoot
（53）

<平成30年4月>
M.A.（英国）

兼任 講師

Andrew R.Lightfoot
（54）

<平成30年4月>
M.A.（英国）

英語コミュニケーションⅠ、英
語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、英語コ

ミュニケーションⅣ

英語コミュニケーションⅠ、英
語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、英語コ

ミュニケーションⅣ

英語コミュニケーションⅠ、英
語コミュニケーションⅡ、英語
コミュニケーションⅢ、英語コ
ミュニケーションⅣ

英語コミュニケーションⅠ、英語
コミュニケーションⅡ、英語コ
ミュニケーションⅢ、英語コミュ
ニケーションⅣ

英語コミュニケーションⅠ、英語
コミュニケーションⅡ、英語コ
ミュニケーションⅢ、英語コミュ
ニケーションⅣ

兼任 講師

Andrew R.Lightfoot
（51）

<平成30年4月>
M.A.（英国）

兼任 講師

Andrew R.Lightfoot
（51）

<平成30年4月>
M.A.（英国）

兼任 講師

Andrew R.Lightfoot
（52）

<平成30年4月>
M.A.（英国）

兼任 講師

久保　大支
（55）

<平成30年4月>
修士(経済学)

兼任 講師

久保　大支
（56）

<平成30年4月>
修士(経済学)

情報処理演習Ａ、情報処理演習
Ｂ、情報処理演習Ｃ、情報処理

演習Ｄ

情報処理演習Ａ、情報処理演習
Ｂ、情報処理演習Ｃ、情報処理

演習Ｄ

情報処理演習Ａ、情報処理演習
Ｂ、情報処理演習Ｃ、情報処理
演習Ｄ

情報処理演習Ａ、情報処理演習
Ｂ、情報処理演習Ｃ、情報処理演
習Ｄ

情報処理演習Ａ、情報処理演習
Ｂ、情報処理演習Ｃ、情報処理演
習Ｄ

兼任 講師

久保　大支
（53）

<平成30年4月>
修士(経済学)

兼任 講師

久保　大支
（53）

<平成30年4月>
修士(経済学)

兼任 講師

久保　大支
（54）

<平成30年4月>
修士(経済学)

兼任 講師

John Cole
（56）

<平成30年4月>
博士（音楽）

兼任 講師

John Cole
（57）

<平成30年4月>
博士（音楽）

英語ライティングⅠ、英語ライ
ティングⅡ

英語ライティングⅠ、英語ライ
ティングⅡ

英語ライティングⅠ、英語ライ
ティングⅡ

英語ライティングⅠ、英語ライ
ティングⅡ

英語ライティングⅠ、英語ライ
ティングⅡ

兼任 講師

John Cole
（54）

<平成30年4月>
博士（音楽）

兼任 講師

John Cole
（54）

<平成30年4月>
博士（音楽）

兼任 講師

John Cole
（55）

<平成30年4月>
博士（音楽）

基礎生物演習 基礎生物演習

兼任 講師

梶山　博樹
（76）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

梶山　博樹
（76）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

隅田　加代子
（69）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

隅田　加代子
（70）

<平成30年4月>
教育学士

基礎国語演習 基礎国語演習 基礎国語演習 基礎国語演習 基礎国語演習

兼任 講師

隅田　加代子
（67）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

隅田　加代子
（67）

<平成30年4月>
教育学士

兼任 講師

隅田　加代子
（68）

<平成30年4月>
教育学士

27
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兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名 担当授業科目名

専任・

職名

兼任　

担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任　

担当授業科目名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ

兼任 講師

E.Velasco
（39）

＜平成31年４月＞
学士(学際的研究)

兼任 講師

P.Bowyer
（62）

＜平成31年４月＞
学士（社会学）

兼任 講師

P.Bowyer
（63）

＜平成31年４月＞
学士（社会学）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

P.Bowyer
（61）

＜平成31年４月＞
学士（社会学）

兼任 講師

R.Titus
（55）

＜平成31年４月＞
修士（司法心理学）

兼任 講師

R.Titus
（56）

＜平成31年４月＞
修士（司法心理学）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

R.Titus
（54）

＜平成31年４月＞
修士（司法心理学）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

M.Davies
（34）

＜平成31年４月＞
MSC

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

Ａ.Ｄymond
（26）

＜平成31年４月＞
MA

兼任 講師

佐々木　真弓
（62）

<平成31年4月>
学士（総合科学） 兼任 講師

佐々木　真弓
（63）

<平成31年4月>
学士（総合科学）

基礎生物演習 基礎生物演習 基礎生物演習

兼任 講師

佐々木　真弓
（61）

<平成31年4月>
学士（総合科学）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅣ

兼任 講師

P.Sharma
（28）

＜平成30年４月＞
理学士

兼任 講師

P.Sharma
（29）

＜平成30年４月＞
理学士

兼任 講師

R.Mitchell
（42）

＜平成30年４月＞
学士(ビジュアル・コミュニケー

ション） 兼任 講師

R.Mitchell
（43）

＜平成30年４月＞
学士(ビジュアル・コミュニケー

ション）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

R.Mitchell
（40）

＜平成30年４月＞
学士(ビジュアル・コミュニ

ケーション） 兼任 講師

R.Mitchell
（41）

＜平成30年４月＞
学士(ビジュアル・コミュニ

ケーション）

兼任 講師

P.Kawamoto
（38）

＜平成30年４月＞
学士（美術）

兼任 講師

P.Kawamoto
（39）

＜平成30年４月＞
学士（美術）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

P.Kawamoto
（36）

＜平成30年４月＞
学士（美術）

兼任 講師

P.Kawamoto
（37）

＜平成30年４月＞
学士（美術）

兼任 講師

D.Bracke
（37）

＜平成30年４月＞
学士（英語クリエイティブライ

ティング） 兼任 講師

D.Bracke
（38）

＜平成30年４月＞
学士（英語クリエイティブライ

ティング）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

D.Bracke
（35）

＜平成30年４月＞
学士（英語クリエイティブライ

ティング） 兼任 講師

D.Bracke
（36）

＜平成30年４月＞
学士（英語クリエイティブライ

ティング）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

C.Livingston
（27）

＜平成30年４月＞
BA

兼任 講師

A.Saddington
（53）

＜平成30年４月＞
BA(Honours History)

兼任 講師

A.Saddington
（54）

＜平成30年４月＞
BA(Honours History)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅣ

兼任 講師

A.Saddington
（51）

＜平成30年４月＞
BA(Honours History)

兼任 講師

A.Saddington
（52）

＜平成30年４月＞
BA(Honours History)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅣ

兼任 講師

S.Smith
（44）

＜平成30年４月＞
BsC(Hons)

兼任 講師

S.Smith
（45）

＜平成30年４月＞
BsC(Hons)

兼任 講師

V.Grisanti
（44）

＜平成30年４月＞
MA(TESOL)

兼任 講師

V.Grisanti
（45）

＜平成30年４月＞
MA(TESOL)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

V.Grisanti
（42）

＜平成30年４月＞
MA(TESOL)

兼任 講師

V.Grisanti
（43）

＜平成30年４月＞
MA(TESOL)

兼任 講師

末岡ツネ子
（60）

＜平成30年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

末岡ツネ子
（61）

＜平成30年４月＞
博士（文学）

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼任 講師

末岡ツネ子
（58）

＜平成30年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

末岡ツネ子
（59）

＜平成30年４月＞
博士（文学）

兼任 講師

沖村　和美
（45）

＜平成30年４月＞
短期大学士（能率）

兼任 講師

沖村　和美
（46）

＜平成30年４月＞
短期大学士（能率）

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理
基礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理
基礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理
基礎Ⅳ

情報処理基礎Ⅰ、情報処理基礎
Ⅱ、情報処理基礎Ⅲ、情報処理
基礎Ⅳ

兼任 講師

沖村　和美
（43）

＜平成30年４月＞
短期大学士（能率）

兼任 講師

沖村　和美
（44）

＜平成30年４月＞
短期大学士（能率）
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

K.Kerr Jr.
（27）

＜令和2年４月＞
学士(ヒスパニック言語・文学)

兼任 講師

K.Kerr Jr.
（28）

＜令和2年４月＞
学士(ヒスパニック言語・文学)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

J.Wisniewski
（35）

＜令和2年４月＞
Bachelors of Science in

Psychology 兼任 講師

J.Wisniewski
（36）

＜令和2年４月＞
Bachelors of Science in

Psychology

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

J.Szuba
（42）

＜令和2年４月＞
MA(TESOL)

兼任 講師

J.Szuba
（43）

＜令和2年４月＞
MA(TESOL)

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝⅡ、英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ、英語ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝⅣ

兼任 講師

湯浅　清治
（68）

＜令和2年４月＞
文学修士

兼任 講師

湯浅　清治
（69）

＜令和2年４月＞
文学修士

基礎社会演習 基礎社会演習

兼任 講師

光森　幸子
（53）

＜平成31年４月＞
博士(文学)

兼任 講師

光森　幸子
（54）

＜平成31年４月＞
博士(文学)

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼任 講師

光森　幸子
（52）

＜平成31年４月＞
博士(文学)

兼任 講師

黒住　奏
（37）

＜平成31年４月＞
博士(文学)

兼任 講師

黒住　奏
（38）

＜平成31年４月＞
博士(文学)

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼任 講師

黒住　奏
（36）

＜平成31年４月＞
博士(文学)

兼任 講師

三熊　祥文
（58）

＜平成30年４月＞
博士(教育学)

兼任 講師

三熊　祥文
（59）

＜平成30年４月＞
博士(教育学)

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼任 講師

三熊　祥文
（57）

＜平成30年４月＞
博士(教育学)

兼任 講師

佐川　昭子
（44）

＜平成31年４月＞
修士(人間・環境学)

兼任 講師

佐川　昭子
（45）

＜平成31年４月＞
修士(人間・環境学)

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

英語リーディングⅠ、英語リー
ディングⅡ

兼任 講師

佐川　昭子
（43）

＜平成31年４月＞
修士(人間・環境学)
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

【平成３０年度】

・兼担教員：平成30年3月一身上の都合により退職。他に担当教員がいるため支障なし

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和元年度】

・兼担教員：平成31月一身上の都合により退職。他に担当教員がいるため支障なし

【令和２年度】

・令和元年９月一身上の都合により専任教員１名退職
・令和２年３月一身上の都合により専任教員３名退職
・令和２年４月専任教員３名就任

【令和３年度】

・令和３年３月一身上の都合により専任教員１名退職
・令和３年４月専任教員１名就任
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

［ 　］

0

［ 　］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

(1) (10)

0 9

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

0

［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］ ［　　］

3 3 3 1 10

［△1］ ［△1］

3 1 5 0 9

(3) (3) (3)

6 3

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

3 3

歳 名 名

年齢構成

5

　（２）－③　年齢構成

3 1 10
3 1

［　　］ ［△2］ ［2］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

教授63歳
准教授・講師60歳

2 2

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
2

= ％
9

22.22

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
9
10

= 90 ％
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

選択 ビジネス心理学演習Ⅱ ①

選択 ビジネス心理ワークショップ ①

卒業研究Ⅱ ①

必修 卒業研究Ⅲ ①

必修 卒業研究Ⅳ ①

選択 ビジネス心理学演習Ⅰ ①

選択 社会心理学演習Ⅰ ①

2 准教授 野崎　祐子 令和2年3月

必修 まほろば教養ゼミⅠ ①

必修 まほろば教養ゼミⅡ ①

必修 まほろば教養ゼミⅢ ①

必修 まほろば教養ゼミⅣ ①

必修 ビジネス心理学総論

卒業研究Ⅰ ①

必修

選択 こころの科学Ａ ①

選択 こころの科学Ｂ ②

必修 社会心理学Ⅱ ①

卒業研究Ⅱ ①

必修 卒業研究Ⅲ ①

必修 卒業研究Ⅳ ①

選択 ビジネス心理ワークショップ ①

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

必修

選択

自由自由 0

0 0

必修

必修

0必修必修 0 科目

選択 科目

まほろば教養ゼミⅢ ①

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

必修

①

自由自由

必修

令和元年9月 一身上の都合により退職

選択

選択 医療・福祉社会学 ①

選択 集団心理学　 ①

選択 マスメディア心理学 ①

まほろば教養ゼミⅣ ①

パーソナリティ心理学

必修 発達心理学Ⅰ ①

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

ビジネス心理学総論

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

0 0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由担当予定科目

人
科目

計 計計

まほろば教養ゼミⅡ ①

0

まほろば教養ゼミⅠ

番　号

科目

後任補充状況

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

1 准教授 藤田　依久子

選択 行動分析学 ①

必修

0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

必修 ①

①

一身上の都合により退職

①

必修 経済学 ①

選択 統計学 ①

選択 グローバリゼーション論 ①

選択 職業と社会 ①

必修

選択

発達心理学Ⅱ ①

卒業研究Ⅰ ①

必修
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

自由 0

計 74 科目 計 74 計 0 計 0

必修 0

選択 31 科目 選択 31 選択 0 選択 0
4 人

必修 43 科目 必修 43 必修 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 0

計 74 科目 計 74 計 0 計 0

必修 0

選択 31 科目 選択 31 選択 0 選択 0
4 人

必修 43 科目 必修 43 必修 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 ビジネス心理学演習Ⅱ ①

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

卒業研究Ⅲ ①

必修 卒業研究Ⅳ ①

選択 調査概論 ①

選択 ビジネス心理学演習Ⅰ ①

必修 まほろば教養ゼミⅢ ①

必修 まほろば教養ゼミⅣ ①

選択 こころの科学A ①

選択 消費者行動学 ①

選択 ビジネス心理学演習Ⅱ ①

4 講師 橋本　博文 令和3年3月

必修 まほろば教養ゼミⅠ ①

必修 社会心理学Ⅰ ①

必修 心理調査法 ①

必修 社会心理学Ⅱ ①

選択 社会心理学演習Ⅰ

選択 社会心理学演習Ⅱ ①

選択 統計学 ①

選択 比較行動学 ①

必修 心理調査法 ①

選択 ゲーム理論 ①

選択 社会心理学演習Ⅰ ①

辞任等の理由

3 講師 本田　秀仁 令和2年3月

必修 まほろば教養ゼミⅠ ①

一身上の都合により退職

必修 まほろば教養ゼミⅡ ①

必修 まほろば教養ゼミⅢ ①

必修 まほろば教養ゼミⅣ ①

必修 ビジネス心理学総論 ①

必修 心理学演習 ①

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

必修 卒業研究Ⅰ ①

必修 卒業研究Ⅱ ①

必修 卒業研究Ⅲ ①

必修 卒業研究Ⅳ ①

選択 ビジネス心理学演習Ⅰ ①

一身上の都合により退職
①

選択 心理と統計Ⅱ ①

必修 卒業研究Ⅰ ①

必修 卒業研究Ⅱ ①

必修

①

選択 社会心理学演習Ⅱ

必修 まほろば教養ゼミⅡ ①
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（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

他の教員が授業科目を担当することから、学生の履修等への影響はないと考えている。
学生への周知については、履修手続のガイダンス等で担当者の変更等について説明している。

計 0 科目 計 0 計 0 計 0

0 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 人

必修 0 科目 必修 0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0 選択

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
4

= 40 ％
10
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時 該当なし

（平成２９年度）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成３０年度）

　引き続き、定年規程の趣
旨を踏まえつつ、中期的ス
パンで教育研究の継続性を
視野に入れた教員組織とな
るよう、後任人事等（特例
により延長して雇用してい
る教員が一時期に退職しな
いように配慮しつつ）では
できるだけ若い教員の補充
に配慮したい。

心理学部心理学科にお
いて、定年規程に定め
る退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較
的高いことから、定年
規程の趣旨を踏まえた
適切な運用に努めると
ともに、教員組織編制
の将来構想について検
討すること。

設置時に専任教員（12名）
のうち定年規程を超える者
は4名であり、その割合は
34％であった。
　平成29年5月1日には定年
規程を超える者4名が在職し
ており、その割合は31%で
あった。現代心理学科への
名称変更、心理学部現代心
理学科の設置による教員の
異動等により、現在（平成
30年5月1日）、その割合は
44%である。

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に

配慮したい。

看護学部看護学科にお
いて、定年規程に定め
る退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較
的高いことから、定年
規程の趣旨を踏まえた
適切な運用に努めると
ともに、教員組織編制
の将来構想について検
討すること。

設置時に専任教員（23名）
のうち定年規程を超える者
は8名であり、その割合は
35％であった。
　平成29年5月1日には定年
規程を超える者12名が在職
しており、その割合は36%で
あった。現在（平成30年5月
1日）は、平成30年3月31日
付けの退職等により、定年
規程を超える者は9名となっ
た。また、助教として3名
(35歳2名、45歳1名)を採用
するなど改善に努め、定年
規程を超える者の割合は31%
となった。

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に

配慮したい。
改善意見 履行済

改善意見 履行中

改善意見 履行済

教育学部児童教育学科
において、定年規程に
定める退職年齢を超え
る専任教員数の割合が
高いことから、定年規
程の趣旨を踏まえた適
切な運用に努めるとと
もに、教員組織編制の
将来構想を策定し、着
実に実行すること。

　設置時に専任教員（17
名）のうち定年規程を超え
る者は2名であり、その割合
は12％であった。
　平成29年5月1日には定年
規程を超える者8名が在職し
ており、その割合は40%で
あった。平成30年3月31日付
けで退職、平成30年4月1日
付けで教員の異動(49歳)・
採用(38歳)を行い、平均年
齢は1歳下がったが、定年規
程を超える者は依然8名が在
職しており、その割合は
42.1%である。

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成３１年度）

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（教育学部児童教育
学科）

　設置時に専任教員（17
名）のうち定年規程を超え
る者は2名であり、その割合
は12％であった。
　平成30年5月1日には定年
規程を超える者8名が在職し
ており、その割合は42%で
あった。平成31年4月1日付
けで34歳の教員採用を行い
令和元年5月1日現在、平均
年齢は前年と同じ59歳で
あったが、定年規程を超え
る者が9名となり、その割合
は47.4%である。

　引き続き、定年規程の趣
旨を踏まえつつ、中期的ス
パンで教育研究の継続性を
視野に入れた教員組織とな
るよう、後任人事等（特例
により延長して雇用してい
る教員が一時期に退職しな
いように配慮しつつ）では
できるだけ若い教員の補充
に配慮したい。

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（現代ビジネス学部
国際観光ビジネス学
科）

設置時に専任教員（10名）
のうち定年規程を超える者
は3名であり、その割合は
30％であった。
　平成30年5月1日には定年
規程を超える者4名が在職し
ており、その割合は44%で
あった。令和元年5月1日現
在、平均年齢は60歳、定年
規程を超える者が5名とな
り、その割合は50%である。

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に
配慮したい。

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（看護学研究科看護
学専攻（Ｍ))

設置時に専任教員（16名）
のうち定年規程を超える者
は8名であり、その割合は
50％であった。
　平成30年5月1日には定年
規程を超える者8名が在職し
ており、その割合は47%で
あった。令和元年5月1日現
在、定年規程を超える者は7
名となり、割合は38.9%と改
善された。

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に
配慮したい。

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（看護学研究科看護
学専攻（Ｄ))

指摘事項
（改善）

設置時に専任教員（16名）
のうち定年規程を超える者
は7名であり、その割合は
44％であった。
　平成30年5月1日には定年
規程を超える者6名が在職し
ており、その割合は40%で
あった。令和元年5月1日現
在、定年規程を超える者は5
名となり、割合は33.3%と改
善された。

履行済

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に
配慮したい。

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に

配慮したい。

指摘事項
（改善）

履行中

指摘事項
（改善）

履行中

指摘事項
（改善）

履行済

改善意見 履行中

現代ビジネス学部国際
観光ビジネス学科にお
いて、定年規程に定め
る退職年齢を超える専
任教員数の割合が比較
的高いことから、定年
規程の趣旨を踏まえた
適切な運用に努めると
ともに、教員組織編制
の将来構想について検
討すること。

設置時に専任教員（10名）
のうち定年規程を超える者
は1名であり、その割合は
10％であった。
　平成29年5月1日には定年
規程を超える者3名が在職し
ており、その割合は30%で
あった。平成29年5月1日）
も同様の教員が所属してお
り、その割合は30%である。
現在（平成30年5月1日）、
教員の異動により、割合は
44％となった。
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和２年度）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和３年度）

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（教育学部児童教育
学科）

指摘事項
（改善）

　設置時に専任教員（17
名）のうち定年規程を超え
る者は2名であり、その割合
は12％であった。
　平成30年5月1日には定年
規程を超える者8名が在職し
ており、その割合は42%で
あった。平成31年4月1日付
けで34歳の教員採用を行い
令和元年5月1日現在、平均
年齢は前年と同じ59歳で
あったが、定年規程を超え
る者が9名となり、その割合
は47.4%であった。令和2年5
月1日現在、平均年齢は56歳
であり、定年規程を超える
者は5名となり、その割合は
33.3%である。令和3年5月1
日現在、平均年齢は56歳で
あり、定年規程を超える者
は5名で、その割合は29.4%
である。

履行中

　引き続き、定年規程の趣
旨を踏まえつつ、中期的ス
パンで教育研究の継続性を
視野に入れた教員組織とな
るよう、後任人事等（特例
により延長して雇用してい
る教員が一時期に退職しな
いように配慮しつつ）では
できるだけ若い教員の補充
に配慮したい。

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に
配慮したい。

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（現代ビジネス学部
公共経営学科）

指摘事項
（改善）

設置時に専任教員（7名）の
うち定年規程を超える者は2
名であり、その割合は
28.6％であった。
令和2年5月1日現在、設置時
と同様、専任教員（7名）の
うち定年規程を超える者は2
名であり、その割合は
28.6％である。

履行中

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に
配慮したい。

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（現代ビジネス学部
国際観光ビジネス学
科） 指摘事項

（改善）

設置時に専任教員（10名）
のうち定年規程を超える者
は3名であり、その割合は
30％であった。
　平成30年5月1日には定年
規程を超える者4名が在職し
ており、その割合は44%で
あった。令和元年5月1日現
在、平均年齢は60歳、定年
規程を超える者が5名とな
り、その割合は50%である。
令和2年5月1日現在、平均年
齢は前年と同じ60歳であっ
たが、定年規程を超える者
は4名となり、その割合は
40.0%である。

履行中

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（教育学部児童教育
学科）

指摘事項
（改善）

　設置時に専任教員（17
名）のうち定年規程を超え
る者は2名であり、その割合
は12％であった。
　平成30年5月1日には定年
規程を超える者8名が在職し
ており、その割合は42%で
あった。平成31年4月1日付
けで34歳の教員採用を行い
令和元年5月1日現在、平均
年齢は前年と同じ59歳で
あったが、定年規程を超え
る者が9名となり、その割合
は47.4%であった。令和2年5
月1日現在、平均年齢は56歳
であり、定年規程を超える
者は5名となり、その割合は
33.3%である。

履行中

　引き続き、定年規程の趣
旨を踏まえつつ、中期的ス
パンで教育研究の継続性を
視野に入れた教員組織とな
るよう、後任人事等（特例
により延長して雇用してい
る教員が一時期に退職しな
いように配慮しつつ）では
できるだけ若い教員の補充
に配慮したい。
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定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（看護学研究科看護
学専攻（Ｄ))

指摘事項
（改善）

設置時に専任教員（16名）
のうち定年規程を超える者
は7名であり、その割合は
44％であった。
　平成30年5月1日には定年
規程を超える者6名が在職し
ており、その割合は40%で
あった。令和元年5月1日現
在、定年規程を超える者は5
名となり、割合は33.3%と改
善された。令和2年5月1日現
在、定年規程を超える者は6
名であり、その割合は
40.0％であった。令和3年5
月1日現在、定年規程を超え
る者は5名となり、その割合
は38.5%である。

履行中

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に
配慮したい。

教育内容の充実等を通
じ、入学定員未充足の
改善に努めること（現
代ビジネス学部公共経
営学科）

指摘事項
（改善）

設置時に、入学定員60名に
対して、新入生は37名で
あった。
令和3年5月1日現在、新入生
は57名であり、その割合は
95.0％である。

履行中

引き続き、教育内容の充実
等を通じ、入学定員未充足
の改善に努める。

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（現代ビジネス学部
公共経営学科） 指摘事項

（改善）

設置時に専任教員（7名）の
うち定年規程を超える者は2
名であり、その割合は
28.6％であった。
令和2年5月1日現在、設置時
と同様、専任教員（7名）の
うち定年規程を超える者は2
名であり、その割合は
28.6％である。令和3年5月1
日現在、専任教員（8名）の
平均年齢は56歳、定年規程
を超える者は2名であり、そ
の割合は25.0％である。

履行中

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に
配慮したい。

定年規程に定める定年
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえつつ適切な教育
組織の編制に努めるこ
と（現代ビジネス学部
国際観光ビジネス学
科）

指摘事項
（改善）

設置時に専任教員（10名）
のうち定年規程を超える者
は3名であり、その割合は
30％であった。
　平成30年5月1日には定年
規程を超える者4名が在職し
ており、その割合は44%で
あった。令和元年5月1日現
在、平均年齢は60歳、定年
規程を超える者が5名とな
り、その割合は50%である。
令和2年5月1日現在、平均年
齢は前年と同じ60歳であっ
たが、定年規程を超える者
は4名となり、その割合は
40.0%である。令和3年5月1
日現在、平均年齢は59歳で
あり、定年規程を超える者
は3名となり、その割合は
30.0%である。

履行中

引き続き、定年規程の趣旨
を踏まえつつ、中期的スパ
ンで教育研究の継続性を視
野に入れた教員組織となる
よう、後任人事等（特例に
より延長して雇用している
教員が一時期に退職しない
ように配慮しつつ）ではで
きるだけ若い教員の補充に
配慮したい。

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。
　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。
　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。
　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は
　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、
　　　　具体的に記入してください。
　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　　　・授業方法の改善について（授業公開、授業アンケートの実施とそのフィードバック等）

　　　・学生調査について（学生実態調査、全国学生調査の実施とそのフィードバック等）

　　　・ＦＤ･ＳＤ研修会について

　　　・３つのポリシーの点検・検証  等

　　　・ＦＤ・ＳＤ研修会の開催

　ｂ　実施方法

　　　・オリエンテーションの実施

②　実施状況

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・令和２年度に合計４回のＦＤ研修会を開催
　　　第１回　チューター研修会　（開催日：令和２年４月１日(水)、参加者：９５名）
　　　第２回　新任教員対象研修会（開催日：令和２年４月９日(木)、参加者：４２名 ）
　　　第３回　求められる研究倫理（開催日：令和２年７月２日(木)、参加者：３８名 ）
　　　第４回　ハラスメント研修　（開催日：令和２年１０月２２日(木)、参加者：１８９名 ）
　　・学期毎に学生への授業アンケートを実施
　　　結果及び学科長による総評（フィードバック）は学内に公開（掲示）

　ａ　実施内容

　　　・教員相互の授業参観

　　　・新任教員のための研修会

　　　・ハラスメント研修　等

７　その他全般的事項

＜心理学部　ビジネス心理学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

    　平成１６年度「安田女子大学・安田女子短期大学ＦＤ委員会」を設置した。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　令和２年度１回開催（開催日：令和２年７月１３日(月)、参加者：２３名）

　ｃ　委員会の審議事項等
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　　　大学全体として、ＦＤ委員会で教員の資質向上の方策・改善について検討中。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等
　　　常勤教員は、翌学期開始前に担当科目の集計結果をWEBから閲覧。
　　　非常勤講師には、翌学期開始前に担当科目の結果を配付。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　前期および後期の授業終了時期（13～15回目の授業時）に原則として大学・短大に開講する全科目を対象に実施。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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「該当なし」

（３） 教育課程連携協議会に関する事項
　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。
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※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

平成２８年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の認証評価を受審。「適合」との評価を受けた。
第３タームの認証評価は、規程に則り令和５年度までに受審する。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

既設の心理学科が果たしてきた、「人間の「心」の探索を通して、より良い個人の生き方と、より良い社会のあり
方への方策を提案できる専門的人材の養成」に加えて、組織行動や消費者心理など、ビジネスの現場においても心
理学の知識と技術を生かせる人材に対する需要が高まってきている。これらの社会的人材需要を鑑み、「心理学の
基礎理論及び応用方法を修め、それらを発展させて、集団、組織、社会の中、及びそれら同士における心理の影
響、作用、機能について理解し、社会の発展に生かすことのできる専門的職業人及び幅広い職業人」を養成するこ
とを目指し、引き続き教育・研究を行う。

　ａ　公表（予定）時期

②　自己点検・評価報告書

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

③　認証評価を受ける計画

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　含めて記入してください。
　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（４） 自己点検・評価等に関する事項

　　・平成２９年５月１日　公表

42


